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START 

このセクシヨンでは 


♦このたクシ3ンでは 
• WinBook Proomma 

-が nSook 巧々システムに含を巧でいるをの 
• V り巧い上の注» 

•さ巧、はじめ《しよラ 
•タイド t & ff い巧 
• 房つたとをには 


ソーテックが〇&>0*^^3ンビュータ«わ霄い上げいただ« *こヒ 
に JMJ ザとうこざい S した，ソーテック W わかの IfP 巧コンピュータ 
はデスクトップ^ンピュ■夕じ西•する« MttA 4サイス々やじ M 
した、 a ン"クトで多機 K クノ•トブック3ンビュ■夕 TT , 

このガイドなソーテックが〇目<»*户巧3ンビュ*夕«どのように巧 
い、«巧 T るかじついて IM ? してい》ず，3ンビュータ«ご巧巧に 
なる ft じどう f 最巧のたクシ a ン t ； i | J (< AK み<だ»い，この 
たクシ3ンの g りじ《このガイドの*り々•みでカバ—しでいる ft 
4目じついて. A なたの gtt の S をに巧じてどのようじ S 々がよい 
クの m ザ»け哀ず> 





WinBook Pro のな準なお 

• マイクロプロセプサ巧 R 
- W8RAMdff4BMB 

• )2 ビブト日一々*バスで W 1 ND 0 WST クセラレー f 資®が♦の VOA コントローブ 

巧 載 

•256 fel » TNl 0.4 イン♦々ラー800 X 600 ドブト*1»«1ぶ功5® 

-マル子««なモニ少などをじ、より离 ««* の Wind のけ#ホが CRT 1••じ巧度 

- LED じよもを植|»巧 モー ドた巧 

•ん5イン♦》 モー ド巧*フ〇ブ ピー ディスクドライプ 

• 年ーボードるみ a スチ< ブクボイン♦マウ又»巧 

•«0パし巧«な SI 0 MS ハード f ィスクドウイプ 

•2 け: まで K 着 巧 C なむ 巧 RAM モジ ューん 

• 2« S で»着巧*な K 々一 Kg スロブト 

- W ビブトサウンドと♦声人化ク Jlf 子 «■ 

• AC 7 グブグ . AC ケーブル 
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WinBook か o じ含まれるるの 


■ハードウェア、 アクセサリ 

WinSoo ^ fPro /— トブブクコンピュータそ清化十るたわじな下のようむハードウ王7と7 
ブセサリがを J れで V 、*す。 

Wn 9 cck み〇ブンビ A — ♦本が 

-なりれしす度なハードディスクユニ y 卜 I 本かこお着されていまず》 

-れり M •し巧 ft なバヴテリ"ブク（本#じ 1 MI 3 れてい*ナ> 



パ7♦■クバ V ク U 出 ffai じ Mlitu さ>^で> 拿>1これ t い gf * 4含のバ V 
テリバ/クの IMB の■曰みのうえ.バツテリバブク ♦« りみしで■り 
«り.再び11着して<ださい， 


• AC 7 グブと AC コード 
巧な香 

• ユーザ e 巧々ード 







■ソフトウエア 

いくつかのユーテイリテイと♦ペレー*イングシステム【05)ザハードプ< スブドブイ 
プ{化下证》:|ヘイン文卜 一 A ^ されていミヤ。 

• CABDS 0 FT 、 サウンドアブリケーシ3ンなど 

PCMCIA ホードを任巧卞るた A のドブイバ、♦ゥンド SlfttW 巧するた A のブ〇プラム 
などいくつかの*树なプログクム々巧の D じインストームミれてい J ヤ。巧巧ガをは 
APPENDIX かこ C 巧してちりミず， 


• MS-DOS 

このプ〇グクムじよ々，«本«な3ンビユータの操巧ク«ウ、ホ g をデイ X クじ*いた 
り«しいディ：^クも«!巧で»もよう>*卞ることなどそ斤4ことができ*ナ. MS-DOS 
は*らかるプロブブムを*巧》々る冉ちます • ♦巧化のオペレー♦インブシス 
クムを： J ンビュ■クじ*みを J ない « り、3ン ピュー クを スター ト # せも*じいつも 
MS . DOS を te 巧ナもことじなり i ナ A 

. マイク□ソ7卜 Window * 

DOS 上でか巧し、プタブイブ又を*いてを*の用巧に使 B きれミず。マイク〇ソフト 
Wtndo«t OlTWtoi わ w » と巧し J 十）じより、アプリヶーシ a ンの推巧や.ち B が*« 
じなり、闲時じい<々ホのアブリケーシ9ンそをら♦ることができるとともじデイスブ 
上々ブすイルめ«度を資 a ずることザで J ミす> 

-マイクロ ソ7卜 Works 

このプロブブムじよ0、ヴードブロセブサ、ザータベース、表 J け I . パソ3ン11话1モ 
ザムは W * 講んが公•でナ。）がゎぅことがで*4午。このプログクムは A なたのれ亭 
C 大さ<«立つでしょう • 

■ザイド 


ホけされでいるブイドにはソーテ7ク Wneoo ( kPro コンピ A — f をスタートさそ、»本的 
な度い方を巧*たわじと•餐な««がをまれていまナ,. 

• MnSooIrPro ューダーズガイド（拿書〉 

この3ンピ A — クのち B 夕法、やんれ、おもな»品クュ ー f イリ f イ K ついて»巧しで 
い i ザミたオペレー♦イングシスチんのまな巧い夕じついでも巧明してい*1% 

-マイク〇ソフト WlndowsftMS ^ DOS ユーザース#イド 

>^1»(1^が|グ,»1|から**な«い方じクいて81巧しでい«寸： WindoM じサ卞る«け U 
Wi*d0M のアプリケーシ a ンの♦巧と#通ずも.なが♦いたわ， Window の下プリケー 
シ■ン t 巧う«じこのザイドか ♦« の2巧 n を RJ れ4ことをわ十ナ々し t 十6 
MS-DOS の巧ホ的襟れ、コマンド、瑪々などじついで含わせで巧巧しで*り*十> 
この々クシ a ンの»りじけ WiriAiwi と MSOOS の t む機11じついて巧巧 L でい*ナ> 
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がの SocAPro シスチムの MS-DOS、WUKkwi のどちらも# M じ ft 明されたマニ ユ 7もが M 
じ g がされてい t 卞，ここではこれら々ソ7 J •ウェ7につい：■雖じち導できるようじ R 
»を S 巧しでいます， 


■M も DOS 


MS-DOS けたは MiawoADbkOp«nHin けが cm. ••输的に DOS と呼けれでい！ナ> > が 
3ンピ A— 夕 0gjf<r オンさせる*じ a 常—卜 S せるブログヴムです ■ このオぺレー 
テ< ングシステムはその他のナベてのブ〇グブムく W わか>けを含み i1% ) のた A じコン 
ビュータと B« した基本巧な嶺化 t 管«卞るもので十 U 


もし！！)るアプリケーシ•ンザ♦る デー タをハードディスク（>し<はフロ7ピー'<タクか 
ら«みをむ足«ザでた場を、まむ Mil じ文す < テい々グラ7ィ7クを«未したぃ 
と»、 MS * DOS がその目 n じ ft 明され<卞《 

ミた、 MS - DOS を巧卞*こともで夕ま卞。*卜*の3ブンドを" DOS プ〇ンプ r 
(一» 巧に C:> 》 でクイプヤること々巧をま卞，はとんどめコマンドは イ、ー ド f イスブ* 


るい U ブ ロブ ビーグイXクじ巧しで!?ホを巧ろみ^でナ . は下のようをことザで多ミず, 


•ディスク4^巧含 tR 示さ々る 

•グィスタのブ y イルを管 a ナる（3ビー、«ホ、を11餐«) 
-シス♦ムのメ々リを* S ずる 


WiWow * のアブリケーシ3ンの At 使巧ずるなら、ドを*接«る ♦ 
会はた、一 S んかないでしよう。 DOS の7•プリケーシ》ン《:度巧す4場をでもそれらの7ブ 
巧ケ—シ a ンを义クートさザるこを U かじ IX ) S 3 マンドイプすることはかないでしよ 
ろ，*たアプリケーシ9ンの中で、♦れら64が*なたのすーブを毎«^したウ、3ビ—し 
た々ずるのに任われることがもりまず。 

5らじ#しいことを!■りたい場かこは MS « DOS のマニユマルも二»<ださい, 

■Microsoft Windows 

WiKtowsiiDOS のもとで»巧し Win わ W は••巧なアプリケ，シ a ンブログブ A で 
はな<、♦ペレ ーf •ィングエンパイロメント {» 巧 H 續；といわれ4ものじなり*ず， 
Wlmlows の白«は7プリケーシ a ンを«うの♦よウ*灌じナることじ A け J ナ4 i た DM 
じはないい < つかの巧 sat ナ 

\^»(1〇*りこおいで3ンピユークの«面は|ザスクトブプ1れのり•と If ばれ i す。 Win . 
わ W のち*はザスクト7プ上で巧«されるフ T イルやプログクムを ft む， N 角い*た 
は* <々インドウ> から由来しでい4卞， 

それぞれのブログクム々、フアイんはでスクトププたに*アイ3ン*と呼ピれるもので表> 
され t ず，ブウXを fli クでを*め！*巧を7^<コン U» しで斤うこと々巧 > ミ十： Wurfww 
ではマウスの巧わりに♦ーポードによも*!巧を斤う i ともで > まずが.その«巧や、 Hit 
gU よいものでけみ9ま々ん〇 W がの巧を«いこなすじはマウスか、ステ f ブク#インク 
がザひ必•でナ），たとえば、アプリケーシ9ンの7イ3ンじマ々义巧ポイン f (ち巧》 




t け ft きザ、 




> j J 


ートさせることを1：||»し*ナ， 

じ I つな上のアプリ > ーシ a ンをそれぞれのウインド々において宴巧さサる 
をます，最巧 d それぞれ巧7プリケーシ S ン々インドウは BE (ゥ f々f •スタ 
いゥばいじたがゥでい*ナ* ♦上 U のゥでいるら々だけを見ることがでろ* 
L、 ♦なたけこれらを小さくしたり、 K« さ々た々ずることがで多ミす，いちど 
) ウインドウを f クチ/プにザることがでミます，しかしその ft へも单«|こク 
ザることで巧ることが々»まず， 

もはかのアブリケーシ a ン巧ぶうじ、それ自舞の々インドウじで才—プンミサる 
き*ず。 

WiMo がの巧•と しで*卞ぺでのアブリ》■ーシ9ンの*本的}*巧巧ま; i 卞ぺでが 
ることが♦げられ a 卞，この i とはIつのアプリケーシ9ンじ 


巧*♦るか*#ナればそ々隹じ 


といろことそ*戍しでい i 
W«tow» の^そ?!巧しで 



ilkr か oft W 内わじはウ■ドブ〇セ7サ、をれ»，ザ■クぺ — X,通 a の4つのツールポ 
*^ゥでいミず，ワ ーK ブ〇セ *7 サブーんじよ々、ホ«々«带♦などので ♦» 巧巧十ること 
ザでさ i ナ巧わ《ツー*によ々、表の巧 ft や aiu 卜»など S ホそ巧クたいろいろな巧« 
もおこなろこと々巧さ i ナ； 3たこ巧ータを巧じしでグヴフをけ*十もことザでさ 
t す、データペースブー♦じよ!)、さ4ざ t なデータ tldt を♦でこれを巧用十ることが 
cat お》さ♦たザークは Hft* じ it ぺ查义たり、ぶ夕なデー♦が R り化ずことがで 
i t 十6 jis プールを a 冉して■巧幸7トワークか*のゴンビユ■少との周で "T 一 f の J 
]«々を巧うことがで>*す，電 a 因織を利用 L で: ifft 巧うじは W じモ f ム••じ< 
けす， 




巧り扱い上の注意 


W わみ Pm システムは度を*めけ巧から«みなてられでい*す*しかしながら、太» 
なシスチムじ< らぺでイぶ运■のこりシス♦ムはぶ <待ちかむ I で«巧されもことと•ちい 
ま卞,これなからみで*なたの f ークが宋われたりシムがグイージ t 受けたりしむ 
ぃよう、は下に K 明ずるを巧貝についでかこ巧 » t 化ゥでください， 

. 3ンピ A —ク下 S せなぃでくださぃ* * たいぃんのを3ンビュ-ク巧上じのホない 
で< だ！?ぃ • 

•どうしで fc 必要なとろな外は、コンピュータめ ft け中、巧じハードデイ又ブ々ブロブ 
ピーザイスクろ>件中じなコンピュータをな ft さザなぃでくださぃ。！た1*ナブ»後 
のれ 8* も# ft さ々なぃで < ださいレ、ードイスクがそをタム卞る*で）， 
act グプタを«用しでいるとがが IOO - MOV の g ■で ることをわ■か〇< ださ 
い，こ々ことはホれじ持ち3んで巧厢 L たとさじ«じ直«な«目でナ； IXt 正ボこ 
の«田を*えでいる*かこはけクしで AC アダプ♦を a し 4 J なぃで< ださぃ。 

• 3本クを々けたり、はザした々ずるとミに W ♦の前じコンピュークの «* を才7し 
で < ださ V 、 

•直# t 日ホの*たるところでみ巧«3>ビュークを任用 L ないで<ヴさい，の場巧 
(巧の相せ a *) やはこ々の多 V 、♦巧ミたは n れたホでコンピ A —♦を巧巧しなぃ 
で < ださぃ* 

•« W なわんゥたもの々日の*ぃがなどで，イスプレイの巧 Bt 巧かなぃでくださぃ。 
.崔6を巧をずるもめ、巧ホを巧里ナももの、 ♦-« 巧巧、 nil 巧のブスの巧< じ3ン 
ピュークをお♦ないでください，»«で夕る»«の*巧は〇〇*からが**でで卞。 

• AC アグブクはソ—♦ブブ WloBo かみ〇コンビ A — ダは炸じけ It 巧しなぃで< ださぃ ♦ 
• ACT グプタの y — 义はサ W しなぃでくださぃ。この AC アグブ♦は«理卞るた A み g 卞 

ることなでさ*ザん> 

• AC アグプク»*«卞もと夕じは、コ—ドではらくケープル々ブタグ t 1 ♦ゥでけゥでく 
ヴむ、 

• Acy グプタそ M 、* 度の大き< A なるところじさらさなぃでください， 

• AC ブグプ * をはこりや木 5 R のみるところじがかないで < ださい,ミた«11はザスの A 
ろところつまり、有檐*«などの ♦» るところじおかむぃでくださぃ • 

• AC 7 グプタの巧±卞も•のそばにわかないで< ださ V>o * た»«日光の*たる ♦ 
W じ tt ■しなぃで<ださい> 

act グプクなげた々、落としたりしなぃで<だ？い。 i た上じ«ものそなぃでくだ 
さぃ， 

• らし、 ACT グブ♦から«かこげるような典ぃがしたり、 ACT グプタの巧■ザたぃへん 
A ぃとさじは»ちじ AC コード «• 巧ぃで< ださぃ， 

LCD デイ又プレイ）の哀 H じついたごみを巧り Kr < ♦をにはやわらかぃお fr 

«ゥで，ぶ意 a くがぃで<ださい，»»々の3ンビュータシ S ププじ d ■面を巧くた 
わじ專 * じ巧われた巧が*巧されていまずので、これ♦•(用ずもこともで i * す" 

- 7ロブピーデイ式クする!*なじけボ11されでいろ • 3.5 イン子*イプの a 庆のブ 
リーニングデ< 义クをぉ零|^>のぅぇ斤々で<ださぃ。 
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れ下のソーテブクの*&な*«的じ巧»しでいたヴ<を要が*り1す> 
•充1*^くブチリバ7ブ： 《«< r 巧ろことがで>な< なったと夕じ定*し t 卡。 i 4 M 
じ#しい ft 明が A り i す> ) 

•リチウムパブチリ • このパ7 テリけ 巧*の!♦れ，々レングじ>«を«巧しでい t 十， 
コンビ*ータのそすヴさサたみ i ， 〇4<»バブテリ A うーザホの «* オン時じ5示 
されるようじなったら、おホ A 巧 巧 S 巧に t せをで♦ヤるようご巧示くだ»い ♦ 



|«|<»>バソテリパブクのち 
どの ilfll ザ♦り<す,ソ 


I のちか t コンピュ_夕を W 
•テククの gS す* Ainew 


タザ ♦も 6 じ M す♦と.爾巧ヴ gn すみな 
片々寒* バッ ♦リバック«ゎ»かのク义否» 


OauDon: TTwfft « a you In—rt a 

"• corrpui^r RepkAC* on^ with an }Mn8ookPr 


Pro tnttary witfoutd by SO 巧ご 






さあ、はじめましよラ 


WrtBoofcProU 竹*しで < るホガイドには3ンピュータ t セ7卜 T ププし， I •巧ナるた A 
じを*な中べでの flHI がをまれでい J 卞， 1 «では^ 18 〇〇^^巧〇を巧みでな巧卞も場かこ 
どのようじしたらよいかを»下の»ス^-ッブじで11明しでい*ナ： 

1) システム«輯成♦々各藤に情れる 

1章は、ヴンピュークのみ度 t どのようじ I * がすればよいのか，«っでおくぺを »* を 
巧巧しでい*卞* 

2) パプテリバプク43ンビュータじ組み込 C 

Wnaoo*r み0コンビ A — ブは ACWSJ たはパプテリ亀濯のいずれでも*なさ♦もこと 
がでさ ft. HA 化*のと i、 バプテリバブクは巧«された化1!1ではみり4せム，ホ 
■ナかこは一*餐*されでいるパブテリバ y ク t 巧り巧し，车#とバ7テリバ7クの JI 
子々みいだに«*れでいもがれをれウ»いでから巧びバブ>^クパブブを*着しで<だ 

か* 

巧*は AC ァグプクが»«5れでいれば、めか*闺30みで巧/し i ナも««の《翁方な; 
は I 章のを«の«警の後じ A 明されてい*す，， 

3) シスチムの巧 M と日付を&2する 

I 章の巧ウでシスチムの時■ミ白巧をすを方をを«巧しでいミナ> 

これらのステブプをへで， T プリケーシ a ンッブト々ぶ T をシステムヘイン X 卜一ん卞 
る奉■が養います。 

は T の«けち A ると»じどこに»明が A るかを巧么た A のキ S か々となりミナ。みな 
たが g •のみるユ■ザの4をでも、 X マークのついている項目くち義者巧け）は g 狂 
L で V 、ただけるぶうお賴い ft し t 卞。 

け截«白 巧巧の♦巧 iHk ホのかたは 


暴 本巧 なシ X クム の «或 S るの «« 

1章 


パブテリバ7クの お* 
a ンピクー f のお16とた y 卜 T ブブ 

1* 

1* 

X 

X 

ブ^ー タ 巧巧ィ fVT の 取り 巧い 

2« 


今ーボー ドを 任う 

3« 

X 

パブ♦り奢度ろ 

4 単 

X 

ォプシ3ンホる 

7章 

X 
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本文中のまミがこついて 


dskccpy このネ体で*かれで v、i 义ホは示されでい i とわ々じキーポー 

ドからクイブされなければなり t サム C W じ巧示がなければ太 
文ネ、小文ネの BW は♦り♦ん。どちらで巧中ることがで 
をます， 


SystemConfigjratiGn このホ1^で書かれたスネは3ンビュー * の■面に表弔きれでい 
るもので A もことをホし*ナ4 

〇 この#»で< <られたズぞ列はそめタネの示ずようむ♦一*巧 

をホし<卞。たとえけ < E « er>U •でとがタタれた ♦— を巧卞 
ことを巧し*卡* 

<〇ホ w < c > 年ーボードの年一なこのキ#で E «5 れでい t ず。 « K の ♦— 

を ttA をわサで挪ナと > じは♦でつなけでい*す> この«でな 
て trt とが卞された今•と C と巧すされた♦•を PW じ押ナ•こと 
味しでいミ卞レ 


I — な意しでいた巧さたいことが書いで♦り < す， 

»巧キ嫉上4たは R り*つか V 、上公ザ tt んでいたださたいこと々いでみり J 


ft ! デ^巧ゥでぃ4と汚村クことが*ぃてみり«す, 
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つたときじは 


このガイドを参巧してもソ•♦7ク Wnftx * Ao コンビじ M ナも H ■が W ♦しない 
場をじは* U 下の♦クニ々ル々#ートセン f にお W いをわ才ください ♦ 

， B 鲁々か W 卜7お6 

A 式を化 ソー テックテクニカルサ^ー トセンタ 

月■日から全■日の午 nio « から午 tt 4 時 t で 1& S 日《の f #>す.> 


この香かこかける«じ u 下の々目を♦«»れでいるかしでください： 

-どの代 a® かん■んミれ*したか7 

•コンピュータのシリでん ♦♦ (« ♦鲁ザ），これは： J ンピ A —クの»■じ M りクけで* 
る、ラペルじ® a しで*り i す。 

•M ■ゎでさるだけ0しいみさ 
• 3ンビ 4 — ク♦の t の 

その化のガをとしで、その M ■のれ明をこめじけ属するチクニ々ルサボート FAX シー 
卜泣ん巧*じ E んいただ >. な T の香夕巧に PAX でちがいた巧<巧ちもみり t ナ。 


W •夕:〇415<^々666 

#式金わソーチックチクニホルサボート々ンタ 

t た、 »巧の«さミたは»おの#れの巧て巧けは下のとこみへゎ«ぃぃたし*十> 

なわ、ご e をの M じ W をずと两じ義を I 頓を«>パ7キン）にでご XSM い X す； 


K 巧*号231神擊 WRMI 巧 n 中 B 太 S 巧巧 n 單 a ビル 
«3 C をた ソー チックテクニカル サボー トセンタ 


巧 


HD ひする場ろけドクイブの♦の隹 a もし<は2♦となり ♦ f , cn され r いる 
7プリケーシ a ン ， y — ♦♦の巧 ■. 1•な4いたレか OT めで■■なものじついて 
UAf 3ピ—奮とるよう巧11いいたレ>す， 






First Step • 


•この•では 
• 3 ンビュータの角け » め 

• Sfi の««、寒夕とマイク〇ブロセジヴシステ厶 
•ステ<ブクポインタ 
-コンピュータの巧齡 
• 日 巧、89 巧の SS 
-3ンビ ユー タの y たダト 


この產け ソー テック Wi^floo* み〇 コン ピユータの »本的 WWA とど 
めよラじプリンタやが s モニタのよラを n ぶ度«す ft かじつ 
いてしてい*す，この寒の最«では* f« 巧に化ず斤わなけれ 
W なら夕いIいくつかの好81な度 ft の AfF ち注 C 食々たコンビ ユー 
夕の スター 卜方をじついて KW しでい * す， 

そのか0コン ビュー タ t 巧クたことゲ6る4含け.この產のい <ク 
クの «B は巧レた < なるでよう • しクし、システムの«芭る， 
色6、システムコンブィブレ—シ3ンの巧法じついて tt —*目 tii 
しでわいてください， 


L ータの閒け閉め 


もしなおの 巧 H で ftM した巧意冉そお«みになっでいない場々はこの巧に*む蘭じどろザ 
化量度をお度みになってください， 

I コンビユータを M ける 

コンビ A— ダを M けもと >にはは T の!!のよろじコンビ4一少をおいてください， 
ここになコンビ A— クの两 B じスクイド»■がそれぞれIウずク♦り*卞。 



け3ンピュータの«|に阳かッて«方巧スゥィド巧* <イラえ卜じ巧ずようじ）をスライド 


2) 々パーをピ1>而®の R や十い A « J で B ささザ， Acy グブきれでいなけれぶ 
|的度*で11|けることがで？^^千， 



コンピュータの巧け坊め 




WinBook Pro 各がのが巧が巧 


■を前から 



1 LCD * 面 _ 

2 LCPAiiMI ブ 


4 けーパ LED 


リた V トス イブ乎 


$ HW ) スロブト 


r — ザ-ド 


1$ 1 C 々-ド义口 


SLEW こけシンポみマーブゲ巧巧されでいさす各シンボルマークけ U 下の«のよろむ W 
巧となつでい J ナ.，それぞれの味けこの*とた巧されでい1す> 


ご 

tc れ巧 

墙 

cnsikm 

の 

na わ 9 

1 

Ntw ロプブ < た !| 

e 

HDW わ。 

A 

CAPS 口 y クリリ B 

固 

PDDli^S 

ム 

srRL ロブク化 * 
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1 , し con 

LCDMA は LCDOfT 度じみる点 W じより R . らされ、コンピュータの ft 巧中け4常点巧し 
でいます，電ホの巧巧巧■をがばナた A じ巧ちした a みの A いだ3ンピ A —夕が度 
S 化■にないとさ、自 lift ; こ K 明«雷を巧ることがでを！十。«か ♦— «•押サばのな 
巧でさもれ態じ H り*ナ，け«の W シスザム：!ン7イグレ—シ■ン • の a 日 t » せて 
わ BA ください。） 

2. し CD ■■の RUmil ノブ 

LCDilBl の巧るさを*«卞るた A じ ffi 巧し t ナ6 11やナいおるさじ»«して < だ》い ♦ 
ただし，明も<ずれけすもはど亀池そ ifilILt ず。 


1 蒙 First wtep 










^ この UO ダ jR 巧申;：3>ビ3 ■夕の* gg すフに L てないけ 》 なん* 


2) FDD^ クセス 

フロッビーザ f 义クドブイプ lU 下 FDD:. の度 IH 中じこの LED が在打し t ナ: 

3) CPU 巧 ■« 巧 

CPU のスピードじちじて LEIK) をが«化し f 十。巧た じさ.巧していもと CPI リの 又 
ビードで 16 なしでいます.パワーたーブ巧わるいは CPU スピ—ドを LOW スビードじ 
* 巧すると，オレンジらじ•冉なしミナ， 

4) NUM □ブク 

バの4〇プク«巧に♦ると，この LED が.ななしまナこのが*のとさ *1^ ンべデプドキー 
パブド«をが度えるようじなりミヤ。1，3♦も 6f せでお巧みくだ？い，> 

5) CA 巧□クク 

CAPS 口，ク化巧じク>ることを示し*ナ；このとさ、アルブ r べブト今一はシフト年一 
を巧きずじたえぞをん力することがプ J ミず. 

6) SCR しロック 

SCR しロソブか*じ♦ること « •古しミ千 ♦ この♦ー ドにおける巧い方はアプリ ゲー シ, 
ンブログサムじよつで*なり*ナ， 






WinBook Pro き ffi のがな挽巧 


8. HDD ス□ット 

HDD 々ートリ y ジがここに R 納され1[す。獲遣卞る> HDO 々ートリブシぶり化しボ> 
ンを巧ずことじより、 HDD 々ートリプジ tKM こ夕け化して、«りれずことがで > ます， 


コンピュータゲネンにタクてい 々 IttHOO 々ートリブジ♦■りパ^夕い t < だ夕い • 


6. キーがード 

奔ーポ，ドじ«しでは》章じみる化巧^おなみ<ヴさい 

7 . « g スイツチ 

このポクン*•巧卞ことで、3ンピ A — ブをホスベンド-レシ 'A — ム if せることがでタミ 

♦ ♦ 

<な、パワーマみジメントメニ A —の巧そじよ々，このボ f ンを押十と g* を♦ン、ネ 
フ*せること々巧を4ナ*バヴーマみージイントイニューの操れ方まじついでは5«シ 
スチムジンヴィグレーシ g ンのパマ■マホシメントメニ A- のち t 巧 t お RA ください， 


jMk "ー ドティスク （«) か♦フ〇ブビーディスクドクイブ： F 00) 6«>单;こ<*^オフじしたり. 3 
•^ピ A — 夕»かした W レないで<だ6い,じした ♦. 91プ«4(1&乂する«*な巧け^ 
上>クて<6«い • 


8, SSRAM エ U ァ 

このカバ—を押ち J ••けることじより. SSRAMSy * — んそ«|«あもぃは«り外ナこ 
とがでさ i ず-その方をじついで#し< は？章の RW もわ■(み < だ5い。 


9. ステイヴクボインタ 

♦ーポードのやみじ A るかさむ巧运々け子イツクボインタで卞-この HIU マウえの rt 
わりじブログラムの中で度 W ナもことがで Si ナ。巧 e めを場に巧を«くのザで々ーホ 
を«かしたぃ方みこ«く巧しミィ.巧しい使い方じついてはこの掌の » t そわ* A < だ 
さい， 
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10. y セツトスイツチ 


シス♦ムをりたブト卡る*をじこのザ♦ン t 押し1十..この||^じより、度«している 
午べで々どんなブ〇グクムもグ—> をた—ブ々ずに»了し、システムが〇〇$を1^プート 
し«ナ。一«巧にシス♦ムが-バング（度でし t ろ）"化巧のとさか、♦一が—ド 
からの入力に巧しで氏 E しな< なって L ミったと J じの A 巧巧しミナ。 


11 .ULED 


コンビ A — クの>«がパブホりのみで度巧時にオンがじ A ると， * をに•まなしま中" 
パ7チリな巧巧にパプチリ/いクの !*» ゲ少なくなると，オレンソたじ.なな«化し* 
す， AC アグブ♦人力が巧彼されでいる♦*， Hfe じぶ巧し4ず • シ又♦ムがサスベン 
ドサ、»じわると1£0くよそのと#巧«]«*冉のをじで.#«し*卞， 

12. 巧化の 

この LED け * 在の*ホの*■のれ苗じついで R ホを巧いま十 e 
電»がホ■やはオレンジ色に.ななし J ナ， 

«* が*ホ>じなると. a をじ•ななし*十。 

ち«中じなんらかの異*ゲ巧ましてそれじ上夕«ができな< なった場をは•沿がしま 
十。ミた電活のみで AC アダプタホら給電されでいないとミも消巧しでいミず， 

13. 1 C 々ードス□ツト 


この 1C 々ードスロブトに PCMCIA«» ホ«のに々一 K を♦着して««卞ることがでも S 
す， PCMCIA 々ードを度巧ナ去とさじはソケブト♦—ビ A、 々■ドサービ A を ttrt と卞 
もプ〇グブムをインストールずるを S ザ♦りミす；»し< は 7 ♦の»明そわ度み < ださ 


1ん FDD 


ここから15イン♦フロ，ビ ー ザ< スクを tf 人し5卞。フ〇ブビーザイスクを巧< とさ 
じは内めのちかこ*る〇ンを押してくだ5い， 





■をのから 



■H 


ク♦わ巧ちの場み • 
at 々 AAW 巧ずも三 


!«« しで nK め V を Wrteook P / 0 の 
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. ■■の場を， 


る《含が A 


1 寒 First Step 









4. UNE IN (9 イン入力） at? 

CD プレーヤなど音***の化力をこの翊子に♦彼十みことでその々を VV わ Soofc Pro の 
やじ«々这み利巧ずるこ k がでナ， 

■後ろをから 



1. DC 入カコネクタ 

AC アダプタをここへ*•し f 十. 

2 . «巧ポート 

JB 巧 •» を}1«十るみポートがこのムたの中じみり fi % ノブを下げなザら、 A たを» 
けで <ヴさい> 
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WinBook P ぶち巧のが巧が巧 




• パヴチ IJ ち着エリア 


この王リアにパブ♦リバ7クをお霸しミヤ 


，パブ y りパック取り化しボタン 


パ7チリパ7ク«*«り化ナとさじこのボ>ン*押し t ナ。 


リッジ no 化しポタン 


をれり化ずともじこのザ*ンを押し S 十, 


•ムウエアな M がカバー 


• -♦の*本 B けを♦巧卞るブログラムの書さ込！れたにれこの々パー TI ••巧 











着されでい»ナ*この*々けソーテ7ク♦クニ々ルサザ—トホンタでの A 度角十る目 
«じ用»»れでいもので、（■けないで< だ 5 VS 


I 巧ぶ S 置への ttl (巧 

巧ぶ»»の々をじついでは 7* をお a みください。をポートじはシンポルマ—ブ々巧 
まれでい*ナ*るシンボルマークの意ホは WT に巧卞とおりで卞. 






リアル*«のケープもを径巧しで，巧 K モ f ムなどのシリ巧を巧«し* 
このポート ； COMFORTA ' け a 常では TOMr <7プリケーシ a ン々巧わ t ずる 
リブんザバィス書々のこと> じ fili されでいま寸ゲ， 5* で ft 明卞るぶうじシ义そム 


て COM 1から COM 4 まで»や十る 


:がでさ t ナ, 






r 


WinSoo * Pros 巧の％なお巧 


2. « CRT ボ ー h 

竹 gotr を «» し*す。 

3. ブ y ンタザート 

バブレルプリン♦をブリンクケーブルを ftlHL で度 «♦ ることがでさ4ず，このが—卜 
は a » では " mr (シリ r んポートと円«むポートの tt 巧*々）じ Bf をされでい i 
すザ足*が♦れば》章で RW するようじシ乂テムコンマイグレーシ《ンじて LPTI ホら 
び巧«で6ちナもことがで>*卞， 

4. W 年ーポード•マウスポート 

れ»巧巧0キーボード^»|1卞ろことがで»ミ卞，ミた明 it 巧 K のキーポード•マウス 
T グプ♦を巧巧ずれ(かマウスを巧«することもで> ミず，7•の a 明をわ!{み < だ 
か、 


5. にカードがート 


PCMCLMI 巧タイカ巧に々ードを2度ミで••ずることザで！(ミず P ブイのの々ード 
の♦をは T のスロブトじ ltt« •♦々ことがでささす. 7♦のた巧をわ«みください* 



ステイツクポインタ 


VV わ BoofcPro コンビ A — f はスチ< ブブ#イン蕾しでい*す， Xfw プブポイン 
は WnBo ホ戶 TOO 年ーポードの中みで 一で•々各年ースイブ * のかこな■して 
い4十 A マ々又も度巧するプログブムの場をじな、■面上のポイングをホ g のな■じ 
ナるよう、又テイ7ク#イン♦の巧讀に巧を»れ、8く上下ちちサ巧じ押しでくだ S い： 
t た，丰な:の！!面じみるちを々ポタンはブホスの在むのポタンにそれぞれ柏 S し t ナ。 
スすイツクポイン♦は、どちらホの串の入巧 L かで推巧し*ナ C 巧*じよゥでどちらかの 
中巧ですることもでさ t ナ4マウスの A をと巧橡じ、ボ<ンタを»かしたい方巧し •« 
<巧しでやりミず。スすィブブポインタ♦のものは苗ちされでわり、巧で押しでも Wi 
さ々ん • スチ/ブクポインタじ巧;こより抽えられた压力そ〇の巧じ3ンピュータゲ<*化 
して、マウスと间»の«>を««しさナ. 

ス♦イツクボイン > (マウ又）の«いサじついてはそれそれのアプリケーシ3ンプ〇グク 
ムのポイドを參巧しでください* 



■ステイックポインタの色 S 


义テ f ブクポインダは PS /2 ブウスと丑はが♦々！ず • 


• ♦ーボードポートに PS ^ マウスを A 巧冉»した場をけ、巧氏<^>スティプクポインク 
はな止され，外がこ#«した1^2マウスが巧巧して*作しミサニ 
• ホ*♦-ボードボ-卜じ年ーボード•マウス7ダブクを巧巧 L て P &2 ブウスそ巧众した 
♦な;よ、 乂そィ ッブポイン♦とか*じ » a した PS /2 マ々义そ I 巧巧に巧巧ヤ i ことがでさ 
さナ4 

•か«シリアルがートじシリ y んブウスを«巧したとさじは、巧®のスすィ7クポインタ 
を»と1»«じしらいと、«巧ナるプロダラムじよゥてけろま<«巧しない>#をが A りさ 
ず t このよ々なとさは、システムコンブ<グレーシ a ンプログタムを巧び化して、 
み ickPoM けそ DU か fe じしで < ジタい. 3掌の ttWt わ巧み T さい， 




巧ぶ 



ACT ダプクが!！*されでホら巧 2 時 M 汾か で、 パ 7 テリパブクは«た« の找» じなりミ 
ナ， 

バ7 ♦リバブクの*«巧をの»しい M 巧 U 4* をお R みくだをい4 
か^ Soc * P 巧コンピ A •クはこのはか巧*じリ♦ウム電活をしでいま卞：こ々«かけ 
WVlSOC * みが:•巧打、々レンダとシス^ム3ンフ4グレーシ3ン巧ぞを度巧十るた々じな 
巧されてい i ナ 
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マイクロコンピュータシステムじついて 


がの Boofc P の コンピ*—♦は、 Pwiiom プイク0プロセ7サ t 巧 ttL でい4卞*ブ〇プブ 
义ピードな*^でみ*卞， a いクロブク X ビードな<^»の任巧巧怕をより*<ナるたわじ 
蓮が卞ることザでみ1ず， 

一 WB じブロ マ ブスピードを*おナることがでを J す，掌にを押しで < だ« 
い，（シスチムは常じ a いクロ7クスピードで*巧し J ナ。 < F か wr > を押ナことで里い 
スビ W ドに»と卞ことがでちまナ6もろを押十と*いク曰ブクスピードじ 
R りまん） 
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L — 夕を スター トさせる 


コンビ A — 夕そオンするこ、 g 巧!•巧そずベて接减し t わかクけれけなり J ♦ん ， ma 
M の fPW じついては7章の R 巧 t お巧 A 下？い， 

このセクシ•ンでなむ T の巧*を巧ることがで i ミず， 

-ソ—チブク1«〇0〇か內〇3ンビユ—少を«巧じ度用卡ると» 

•巧*畔れ、々レングの時巧、 H せそ巧ち卡もとさ 

■ここでを■なもの 

• Wnaook Pro ノー トプ v ク3ンピ ター タ 
•專用 AC アグブ> 

• け■の AC づード 

■ AC アダプタの»巧 


mi Wl^^8oQkみo^ンビAータじ«W夕れたAC>ダプタiJfUift1Hじftgレ»ぃで<だ« 


AC ブグプタを播鞭し S ナ。 

a ンピ A ■クの iUIW じはバヴ♦リバ y クはをのれ巧になつでいるので • 3ンピュー > を 
义ダートさザるとをじは ACT グプタも巧いもこと々去でず（バブ斧リバブクじクいで 
の#しい巧をは 4 *の K 巧をお ttA ください > 4 



パブ♦リバブク U 出雨時に ttlMi (なさ A で儀されてい Sf , 4 S めバッ 
♦リバックのの«自餐わ tt みのろ文.バッ♦リバククり分しで IMilftt ■り 









■ AC アダプタの tt 巧 


入力》史 

入力 ■« 

巧ぶ巧 
化力«巧 
化刀 

tt け姑 


I か 2のボルト ♦巧が C (白 ttVE 巧り 9 む 

IT ンぺ 'T 

50 t たはが、ルツ 

■がい 

2 J アンペア 

5•巧で 


■3 ンビュータの巧源を入れる 


コンピ4—夕をミ だ ■けでいない埼をは. 3ンピュー*の々バーの肉 B じ♦る巧おを3ン 
ピュー^^の睛じ南かつで义クイドさせながら，々バー «•} ♦ち上 <巧1いで < ださい • 

パブサリバックが3ンビュ—パこナでじ A 翁 S れでいる場をは、コンビュー f のや♦舆の 
a ののがナレンジちに々:巧し t ナ . この.ちむけ、バ7チリバ7クゲ|»着され、无 t が 
巧われでいることを示し S 卞。 （4 章のホ■の*口も#サでお R み <ヴさい，> 

キーがードのも a 上度に♦る ISX イブホを巧しで，はなし t ナ（间じ*巧で、 a ン 
ビ*•ブの«#をオブさせることがで*ミず）。 



H 00> たな FOD クアクち3中で A る; 
も♦とはホタ<とも巧わ口上 W つで< 


w •如こ 





コンピュータをスタートごだる 


■■新情!！をよむ、バックアップを®る 


シスすムは e こな ffUM を自か巧に«らサ、その««を巧宙じ巧示します.その 
後シスすムは把 T 々ような•ようこそメブセージ*を«示し*す： 

こので LCD ち■し•みる/ブ tB しで > コントラX卜と «* を)1やずいよろじ ■# しで 
<ださい, 


toiUummixkl 

ようこそ 

がをおホ〇いただを2ことじ A 々がとございミヤ， 
わたしたちの3ンビュータを*巧巧じむ々、お»«の tt 事.キ•まポ ー■« 
* きれること tW 巧しでいます， 

巧巧を化/一♦ブク 

なじホ♦—を巧ずとパブクザ7ブディストブトのけ«のな書にザけミず， 

パブクすブブ巧«後， UT めよろじブ<ブずるとユーサーズダイドに g さ 
れでいない、«新の请«を巧ることがでさ i 卞。 

README<Emef> 



システムのハ-ドデイ义クじ«ホ化巧としで!! HB それているブ曰グタム、デーブの ft 呑 a 
巧が一のときのた〇ザィスケブトにバブクァヴプがとれるょぅじなゥでぃ*ナ， 

メブセージじしたザ々で g 巧にバブクアブプをれゥでいただくことを*くお十ナ A し t 


■巧巧々レンダ、巧れをな定ずる 

VV> t 8 c が Prt)3 ン ピュー ♦は巧 » じ 時れ， 々シンゲ*化を 持ち.常 巧これが 巧 を巧んでい 
*卞。 この 情 «は ザ ータフ T イを巧*した々、 «e したとさなどにお)巧され t す， 

巧にコン ピュー ク t スタートタせたと i じは日をっていまそん,日が-# 
fl を十るじけ D0S3 ブンドの DAT 巨と TIMB を巧巧してください f (システム:？ン 
ブイダレーシ4ンにで日け•巧«ををわそもことんでを * 卞が，0 OS ゴマンドを«巧した 
けうがよ々■[♦でず。） 

tlT のを ステクブ Urt 度 R か •々レンダ t 度 巧卞る方达をザしでい i す. DOS ブロンブト 
じで U じわでくヴさい。 
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1 )DATE とタイプして < Entor > を押して < ださい， 

巧在のかが巧示され、 A なた が 斬し い 己けそ♦イブすらのを» つてい* 卡* 
•美巧 00 S > 

な rMdB な isThuOS *23* 1995 
ErternMdhte (mnv かが） ；• 


>日怖2巧 95^0 S .23 从） 

新しい BWtA カレてくだむ 、 (yy 
左しい目けがさ示されでいる場をじは 
プロンプト(こ*します。もしシスホ 


W 9 ♦ 

r - mm - dd ) : 
は <& uef > を; 
ムの日巧を1 


押しで，本3マンドを巧了さサて DOS 
«更ナるなら、 


2) 巧泣の B 巧をタイプして < Enter>t 押し褒ず. 

fl 、 日け C は I または2ケタの«卞 fri 年には巧# F 3 ケ♦の R ホイブしで < ださ 
い，それぞれの M じは，、イブン t タイプしで < ださい， 

3) TIME と タイプし で <En 化 r>t 押して < ださい， 

巧任の時«々巧示され、 It しい時 tf をクイプ卡るのそ巧ってい t ナ。 

•巧巧 DOS > 

Current bmeis 11:23:02.06 
Enter new timr 
•白本 ftDOS ， 

巧をの巧 Wi パ; 23;0 Z .06 
賴レい時«を入カレて < ださい， 

正しい巧«が表ホされでい4♦かこはかけ>を押しで、车コマンドを終了5々て1)<» 
プロンプトじ*し a す，シスホムの巧巧を*更するなら、 


4) 9在の巧《«タイプして < Enter > を,し， 

時扣、巧、れをそれぞれ2ケク巧 R 卞で3 ロン-; ■ で14巧りながら 
い； IWMS ち I 


イブしでくだろ 


H •じシステムの■■が, H え t ■かれ Aty う C とザ♦♦ホもしれ$サ A ， 多み A なた 
バ7テリで iW さザてい t シ A チムザ自 U 巧じ«■力け•じタクたと C 々 t ご懷じ 
タウたのだと♦文 sf , ♦—ホ押ブげ》たそのるけザです* ««た 
幸•ド巧 »t 々レホた.た•、方にウいては 4* の パブ テリで ft 々タタる.な t のシステ 
ム3ンブイブレ•シ8ンめ*■♦わ gA くだ夕い， 





コンピュータをリセットする 


3ンビ*ーブが挪々反巧も巧さなくなゥでし*つたとさじは，システムのを才7にし 
巧«オンにずる巧わりに、リセ V 卜をかけることがでさ t ナ。ただし、リセ7卜操巧はシ 
义ザ•ムがサスベン ド 使 g じ A るとみもホ At ザべての RAM の一 巧的なだ雪をナベで M ま 
ずるのプ重*なデータはみらホじ AfW XクI こ セーブしでおくことをお卞十 AL ま卞 
MS-DOS において U 、 ♦-ボードのと M 巧に巧す、ミた d<B«k> そがすこと 
じより、ブログ9ムの*行 t 中止し，《$-00«のコマンドブロンブトじ»ることがで>* 
ナ。とターがぉ>でし*クた*を、リおブトをかけも«じこの々ををザ* t しでみで <だ 
さ V、* 


リ々7卜 UW いか C ♦巧 AC よつ T もブ□ブラムから ft け A すことグで6ない ♦«( の f いて.リ 
\llgf セツ # かびないで<だ♦い.一»^プ〇ブラムじけ■レい デー タブす♦遞を，£«の方さで 
ブ0ブブム«»了《ザ4けれげな6«いプ〇プブムザ>け*す，このようタブ□ブラムしてい 
でリ々7卜 （ ヴけ♦と ， f 一♦の M ♦じつ々がるり Sf , 




キーポードからコンピ ■! •一 ♦をリセ マ トする Aft は、のをキ - t 貝時 
じ押しで < ださい. 

もし，キーボードが及巧しない場かには.リセブトボクンをがしでください* i ちが i で 
リセブトがかホちないよろじ> このスイV手く i 度歲的に巧しじくいようじながされでい1 
卞*このスイブホ*^巧ず♦かこは#ールペンそかクリ•ィプをまゥ卞ぐにした1うなんの 
で巧してください，Vたプトをかけると gnu 巧的じ哀でが«え，その巧コンピ;1ーク 
liMS^DOS を巧び0— ドしミ寸（ハードブ^ f スタまたはフロブビーデ < スクじ MS*DOS が 
«»込2れでいる♦含>。 
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ディスクドライブ， 


♦この章では 

• パードディスクドライプの手入巧と*?り巧い巧 
-フ〇ツビーディスクドライプの手入のと巧0巧 t 巧 



ハードディスクドライ 




ブは、エ««:。じ十 
•ーマブト M がされでい t ナ， J た炸の S 、 

リがな*ミれ、 DOS や Windwi の 7 T イル« 


. クドクイプは取り«し々巧*でず.巧来5らじ 

ホち*のハードザイスクドクイプが巧*5れたと i 【こ夕♦十もことが巧度でず； S た、が 
にハードザイスクド9イブを用 S し、そこへを g のすプリケーシ■ンそ巧煮しでを«じち 
じて夕♦した々、フ〇ヴピ ー' T イスクを a おしでデータ t 3 ビ—し、その/、ードディスク 
ドライプをををのた A 巧の♦巧へ巧 IT しでお < 事などん 6 m で卞 e 


C おた4い 



>ろぃ；1||||す々||じみザ3ンビュータの電<ヴ>7じタク 
•ド«•でちいけ*ザ A . >とソ ー f ックのードティ 


( W 下 HDD ) を0リ«^ずには 

<だ»い{コンピュー♦なホスペンド•レジューム饮« 
4章の R 明をお R ムください），3ンピュ —> 狂*じ A る HDD 
•トリ7ジ巧りかしボクンをしゥかり巧し込んでくだをい • さらじもう•片の丰で HDD 
なのな面 M を巧ろながら、曲にかかゥで A 々< 々9け化し <十（このとがの〇そ#と 
:りしないよう十サま童しで < ださい）， 










八ードディスクドライブ 



I ハー ドディスクドライブを»着する 

ハ ■ドデ<スクドウイプ （瓜 かを巧看すもじは 

むコンビユ—クの ■* そじ卞々 < サスペンド•レシ•ユ•ム♦ー ドではいけ * ザん C # 
しい巧巧は4拿の* I 巧をわ«み< ださい）， 

む HDD の# 着スロブトじ HDD を除かにスウイド？#ながん}•んし t す ； SB の HDD イ 
ジ* クトがグンが たいら じなる i で、 ゅクくリ1? し这み2卞.| HDD は約に ホ卞ような方 
巧じし々イ》巧でを《4ん. ♦:こ »人でをないようなとさじはみしで力 t こ A ザ 
じ、もぅ一«乐しぃ内>じ记>ひ巧阳>をんれ香ぇで<だ*ぃ， 


ドタイプを巧*し»えたら，シ X チムを®巧ナも巧じと•ずシスす ム 3ン7ィブ レー シ a ン 
を巧わな < てはなり S ホん.ハードディスクじ(■するセ7トデ7ブけ！:!®的に斤うことも 
で多ミずし、白みでがナること t 巧巧で卞ぉ《の泛ミカ出こついでは)章の Hart れ sk 
々巧白そおくヴさい。 
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フ□ッ 


W わかけ cPro 丰なじ巧* S れでいるインネフロ 7ピーデ f 又ブト•ブイプユニ7卜は、》 
モードじて*け町巧むたかな)1；&^ぶ《.1.4449じて|»なし J すむ#しい夕なじつみ 
t L で; iMS-DOS6.2；V の ユーザー ズヴイドそご♦巧< ださい0 

■フロ ッ ビーディスクの取り巧い巧 














フ□ツビーディスクドライフ 


いむらな、そのブロ7ビ ー f イスブを、 * を达み«止に卡もことがで夕 i す <ゥイトブロ 
テクトナる）* 

ブイトプロ乎ブトをけうじはフロ 7ピーデイスブグ>«•を上じし J す （7 口 7 ピーデイス 
クのかいこ金■の円*が J 1 えるはう々 qm で f ♦ ーザの々ドに下 B のよろなプブス♦マ 
クの«の5#ること々でさる/7ホがみゥ4ナ， 



パタなれ« 



書夕這み»止クプチが"上じなつていもとを|上坦の*ボわのれ|1}は，ブロブビー 
デ<スクを 7* ーマブ トしたり、♦さ化んだ々，♦のとのフ7イルそ酒ホ十ることがで多 
ミん 

* さ么ムメ 7チが•卜飼"じなゥでいも <の A い巧が M いでいるホ*)と • フロブ 
ビーグィスクの夕を}«去したり、上書さしたり、どんなデータも fi 化ナることはでさ 
* ザム 

I フロッピーディスクの FDD への粗し入れ 

70ッビーディスクを«看十る場を;！、ウベん面 ti : •じし，シマ y 夕のあるけろをさ> 
じ FDD のかに H んしまザ，ブ〇プピーブ••ィスクを正し<«<でみた場をな、卜で〇イジエブ 
トポタン AHR び化し J ず,ブロマビーデイ义クを R り化ナとさじは FDD イジとクトが> シ 
t 押し1：、7口 •ビ ー T ィスクそ n り aJLi 卞 r 




馬 



2¢ディスクドライブ 












■ 3モード《)0の化巧方巧 


W ' nBookPf 公 iMi け oioft • M $ E>OS • Ve けい a 6.2 iV の J そ-卜•け巧ユ — イりチイ 
< I 024 FDI を♦ボートしでぃま卡 a 

ホ巧巧な DOS / V » じで tt 巧巧*なフ * -マブい WKB と 1.4446 じ巧えて IJMB フ * - 
マブトのフ曰7ビーブイスブの SA 書ミを巧*じし*卞> 

Win 80 Ok P / o を》モード巧巧じするじは23りめ方をが*ウ J ナ。 

1 . CON 前ぶ YWStftMMnWi 

CONFiaSYS じ下の1行を iflE しまザ， 

CEVK&C の。な 

a . MS-DOS ブ□ジプト上にて a み ac 巧ま 


DOS プロンブトが«じて下 fc のコマンドをん力し*十》 

10ミ 4 n )<£ raer > 


B iOWPO ユーリ>< は1ぶ MB のブ >- マツト y ィスクのリードけイ h の 々 f ブ 
ポート* TA ちめブ、フ〇•クビーディスクのブ< —マブト《巧え tttA , tfts フ〇ブ 



/Mk 1化 4 m ザ!！み4>れていの ■ tWftdttrt <?> DOS 7 o ンプトそードじで C 0 PY 3 マンド fit 巧す 
VIp ^ ♦扇♦じけ、ベリ77イタブシ a ンぺけ•巧しないで<ださい • WifKtow ■が HTtliit しで 、 FOO 
データが M された W . 言 tt 中の y プジケーシ9ンザ««»了され々 IJtttt ザ AW * す， 








キ-ボ-ド • 
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♦この m では 
♦ト ザー ド 
•キーザートス*ラ 
•エンべデブドキー«度う 
• システムフクンクシさンキー 
(システムの mtxm のた A のみろわな) 



ソーチック^^6〇〇«( Aot コミュニケートするた》じ、♦—ザ ー K 
口大切$没 tit はたし*ず A 

ソー テック Ww みが r みがり♦— ポー ド W 、 S » 白本 ■年一# ード 
〇 06 ^-)と呈»«* 1 *つ t い《ず，この意で U この♦- ポー ド t 使 
いこなすた》の巧** K 巧レ》す。 



キーボードの各部 


下の西は WftSocikP 巧コビュータの♦—がードを*らわしてい*ナ， 



な下八 各が みけそれザれ々巧ようじ •« し ます， 

■フアンクシ3ン年一 （ F 1". F 12) 

るプログラムじより、これらの ♦—はブ y イル をち ーブ、口— ドしたり、オンライン ヘム 
ブを巧面に表巧さ々むり、プ〇グクムそ* IT さ古たりし*卡。 DCW におけるこれらの争一 
の IHKd Iその餘じブロプ9ムを B けを々でいないけ巧で、} WDOS のブニ AT ル r-tt 
明されでい*す， 

■タネ入カキー 

巧 R ザまたはカナ ft 卞♦一【アルフ f ニユーィリヴク♦一 J ともよばれ*す，これらの 
今一は，この摩で»巧ずる«い方をのぞさ、ちょぅどクィプラィクと11|じ«ぃ々を^* 


■々ーザキー 

々>♦け♦イプナる t ザがホに夕示される»巧をす:卞、西®上のかさなシンボルでナ。 
DOS と DOS のアブリト■シ，ンにわいではそれは a* 舟 姐 する，雜^アングーライン> で 
卞。 Wiiyhwi 、 «たそのアプリトーシ a ンじゎぃてはそれは一«的じ，々— VJI /* と#ば 
れ.た T の«としで»巧され i 十，すプリ y — シ a ンプロブクムは々一♦♦一 IJ たはマ 
ホス） fr® 巧 L でフマイ♦わ中♦を" m じ R ホし. AS を斤いたい♦巧*•巧巧十るのじ« 
巧されミザ、 
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キーボー ドのを巧 


■その他のキー 

い<つかのその度の機#年一じついて、この*の中で«明されてい»卞* 

この章の#わ々じシステムのじついでれ明を巧クでい t 卞，このセクシ•ンではマイ 
ク〇プ〇ちヴ♦のスピードの*更や，シス^ム3ン7ィグレーシ9ンをよびだ卞などの» 
巧じついて々♦一*みをわせ<コンピもーシ9ン> を一■じしでいま卞， 



キーボードを巧う 


爭<のキーの>化け、«用しでい*アプリケーシ*ンプログブムじよゥて*わゥて» t 
す*このわクシ■ンでけはとんどの MS-DOS コマンドでお通で*り> t た一 Wi な7プリ 
ケ■シ《ンプログラムでも as ずる«い方を w おしてい*十> 

こ々ネーがードは DO & V 上での»巧に#巧しでい*卞， 

日巧んかこ H 十ろ巧しい AV は•己本 g 人力 • の項目》わ«みください ♦ 

■夕ぞ入カキー巧 

文ホと a 牢を♦イプずる々じこれらのクイプクイクキーを化用しま卞。ただし、文ネ 
• 1 * と ft ザ T 文ネ - 0 - と a ネ•り-を«只しないようじ a * しでく巧乡い♦:?ン 
ピ夕はこれら々文ザとがは" j うもの•として反 R しミナ， M * えで乂力卞ろと 3 ン 
ピ A — クの ftfWI 聚と L で W 巧とちがった 4 のじむ々 * 卞, 

■麵集キー 


•♦じ«用する♦—•は 一 ft 的な7 —プロ、クイブライ f での«い夕と »* でず • 



<义ベースバー>年一を押十ことじより、巧をの々ーサの*る♦巧にスぺース 
を♦•入し、々ーサ ti スべ 一 X みちじし t ナ。 

il 常 U < T かけブ）♦■を押十ことじ i ウ、々ーザをホの T 化义トブプ i で 
#•さザ i ナ,.一娜々プログクムでな、 T か♦—を押ナことじより、田面上の 
々の巧目に# ft 卞ろよろじ使われることも♦りミす、• <»|1化 >+< T かじよゥて 
々ーザも I つ前の Tto ストブブじ# I ^さ々ることボで^る J ^合も A ゥ^卞， 


< EntCT > ( A ンザ ー J ♦一を押すことじよる B 作はみ T ブリケ—シ a ンじより 
かなり*な々 <ナ，アブリケーシ a ン【こぶゥでは、タイプクイタの ♦ t リツ 
ジリクーンと HL •■かをナ《場をもりミす，クミり， * ーホは I 斤 T じさが 
り.■■の一»ちじな»し*ナ*«その他のケー又では、は3ンピ A — 
y クで動巧しているブログクムの Bft ♦みちさせ々ようじ巧われ*す> たとえ 
UTEmer じよ0、«し v 、《« を*示をせた々，プリン > じ化力したり， 
などで卡4 



ほとんどのプログブムで • Back 巧 M (バ7クスべ—式）年一は々一 々ti ス 
ぺ一义をホに!*ホし，その場巧に*った义ザを M* し J 卞. 


【hut«]| *わわ【デリート> 年一はムつうは々ーホの*るところの文ザ， J たけも侧の 
' - • 文ザを«去し、も•信の A り々文ず巧そちに»»さサ * 卞 . 








キーポー ドを®ラ 



网网阿 I 

巧ゥでい*でプリシ■ンプログラムが々ーサな6後巧を待ゥでいる A 
を、ソーテブクがweoolfP^t>^r>ネーがードは々ーサそ論わネた A じ2クのガを 
を巧なしています* 

• ち下じ*る、4ク巧々ーザ#»♦—を«う 
• < Fq > kP | Up >, <PgDn>> づれ ne>、<£od> じで#0ずる 
(多くめアプリケーン a ンプ〇グラムなまた々ーザを# BS 々るた A じマウ 
义または义テイ7クポイン>を«うこともでさるようじなつてい*1% ) 

各♦—はその年一じ®辆ジれているホ巧の力6じ自«上の々ーサを»»させ 
をめじ任巧しミナ.はとんどのアブリケ—シ9ンじおいで，これらの年一を 
巧いてカーサを# B させでも函 * の巧み i* 化しません。 

* たがの*々ーサキーじて直■(めべージ巧り*文の♦一の tt * としで«!巧ず 
をことザでさ*ナ> それぞれ々今-の»巧【こ RA で ■ んで*るよ々じ IMtL 
ミず。 

画シフトキーなど 

Ctrl 

これらのネー:主そ々*巧♦—と猶 A をわせて tt 巧きれミオ> はとんどのアブ 
りケーシ》ン々はこれらの年一维なを押しても巧の動けもでを*せん♦こ夕 
いゥた♦•としでわ <シブト）、 < Ot \> {3 ント〇ール）， <All> けル 
♦ネ—卜，♦み卜とも含い*卞 • J ， <Pn> {エフエヌキー • ファンクション 
♦一 I巧から打むと aw 卞るた A こめようじか、ミも）ザ♦ります f 度巧 
する場を U その fc のネーとみに押すよじし*ナ6たとえぶ <Ort>^<C> そ入 
力卞も♦をけ， <Orfe を巧しなが^<0の♦一を#しまナ， 

はとんどのブロブクムでは，♦巧そードじで <Stt かけち J 々どブイブクイタ 
めシフトキーと巧じ«い方 t し*ナ。つ * り、犬文ホを又力したいとをじけ 
その文ネの♦-とみこかわを W します ♦ しかしながら、 CAPSOy クの找« 
じあるときには <Shi わとみに文卞キーを巧ずと小义ぞザん力されミず：ミた 
四9で■まれた年一 <NumU>、<ScfL わィかのりイむわ, <PgUp>.<PfOr なは 
みをわ々ることで««?ザ«ナ。 

J たブル年ーポードぃ06ネ—》巧ち3ントロ —ル夺一はザじてん 
力でき*ナ> 


な Shift 


國國 



3章キ—ポ I ド 
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■トブルキーのなか t 


トグルキーと泮ばれるこれらのキーは、 I 百 W ずことじよ々、それぞれのキ" 
も待つ2つの«*そ巧リ巧えることがで**个，义テ ー f 文 LE がわつの霉季 
トグル年一み巧をのけ態を♦示しでくれでい i 十。を LEM •.寒なしでいると 
きはそのた g 々巧巧じなゥでいることをホし*十*また日人力#巧の卜 
グル年一についで U 、 - B 车»入々"じで»し<*巧してぃ*十。 


な如ゎ 


図 


» tt モードじて sh れを tew せずじ大文辛 IA •のをん力したいとみじは、 
づ Wft>+<CpU>fr 巧しで<ジさい ♦ CAPS 口 7 クがオンのと i じな W わを巧 
うとづ、义ぞザん力され t ザ； CAPS ロブクはそのはかのシブト巧*なそ夕じ材 
してはわ馨を化しません，たとえば4を CAPS ロブクがオンのとさじ巧十と4が 
ん力され*ナ。がよ人力され i サム， 




NUM ロブクをオンに♦ることじ主ゥで，ユンべデブドニュ•メリ7ク ♦— 
パプドを®巧で i るれ S じしミす，二 A — イリブクキーバブドの* C い方じつ 
いではこの♦の a 半に夫も， •* ンべデブ K 年ーバブド t 度う"の項目をお R 
みくだをい> 


到、.轉 


—* のブログラムでけ， SCRLO ヴクじよ々でカーサの WW じ M ずる•けが巧 
わクたウし*卞,たとえけ、〇はカーサ t 一行ドに* J 巧るのではな 
く、々一♦を»かきずじた水巧呑を Ifffl * 上に 々るぶ々じし*卞4 


スネを♦イプ卞ると， a 常は々ーサの*る»巧じ X ずがイン兮-卜されで • 

I _ y そ々なの文ネはむじ押されてな 0 L てミ卞，い<〇かのブ〇ダウムでは 

"タイプオーバ（卜，■さ J V )モード巧しでいミすこの*行，ク<ブさ 
れた文ザは卞でにわも カー ホの上じ A る文ぞ t * ろ♦えでいみミ寸.*こ々よ 
うなブログウムの場を，一おねじこク xfme か♦"を ft ゥで f イブオーバ（上 
»さ）モードとインホートモードを巧々*えることがで iJ す：はこの 
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♦を > インサートそードなのかどうかを示ずた161 IB じさ示が巧われます ♦ 


■7 アンクシ a ンキ 

回…岡 


ブ r ンクシ9ンキ■は♦-ボードの••書上の巧に♦ウまナ*これらめ♦—の 
««は*なたの度巧しでいるプ〇グブムじよウみ1^>られ*ナ* 

MS，OOS ブは、たとえばづゥ>を巧すことじより*巧に DOS プロンプトで♦な 
たが f イブした3マンドをもう 一««でさせることがでさミヤ. <Emer>t» 
才ことでんろ 一 «この3マンドを«巧十ることダでさ f 卞巧 tco; こで 
巧ずこともで♦まず）> 


I エスケーブキー 


國 


<E«c> 年■は"左 A ケ—ク♦—とぶび、それぞれのデブリケーシ a ンブログク 
ムじよ ゥ ていろいろな目的に使われ i 十,い<つか々プ〇グ9ムでイニ ユ— 
そ交をしでいるともじ<&〇を巧すと巧巧のメニ A — を A けだ L、 ーク巧みの 
* いメニ A — じ U ることがで$ t 十, 

〇«じわいでな3マンドそダイプした A とじ；<£«〇を巧す«じ）を 
巧^ザばバヴクスブブシユ （0 ギ S モ—ドでは¥>を»ホさザでこの3マンドを 
キャンセルすることがでタミす • ここでぶ nwo を巧せば， DOS ブ〇ンブトに 
* ることザでさミヤ。 


3¢年—ポ—ド 
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ンべデッドキーを巧う 



♦—ザ—ドの♦で， A ンぺザプ K ♦ーパブドの«をは2つの違った度ぃ々が♦々 i 卞 e 
•♦常の«ぃザリぶの♦—など） 

•ちホ年一と^て«う <0■か P 午、•など）はとんどめ*を义辛义力♦♦としでこれを巧 
う旱じなるでしぶろ、けれども••やスブレヴドシートの中で、た<さんの#值を又れ 
たぃ場をじは WM ロブクそードじしでこ々エンべデブド♦一を使うことができま才* 
それでなそ々 そー ドにゥぃで R 巧し < ナ， 

«鑛データの入力 

正ンぺ f ブド年—パブドを a « ♦一としで flt 巧す*ことじぶり， IMI グークのんク 
♦じ卞ることがで千， NUMC ブクモードじナるじけが!1>4<パ11111>を巧し*ヤ ，X 
テ-*ス LED め NwnUrt ブー > の LED が.なな卞もい掌 t 参！！）ことた««が入々で 








図個 + 國 


<Cirt>+<AJC9"K：S>t 押ずことで、シス 
をスクートきサ4ことができミナ*シス; 
ムじより，シスチム巧找 S をみわるた 
U# しいことじついて、Iが章の•シス 
RA< ださい> 


もがでさま卞.さら 


ーシ 3ン•の巧目をお 




ろでをい場*夕ータわ*交 TA 



<F か h <E$C> を押ナことで、バヴチリの巧«#商そ Sft させるたわのサスベン 
ド•レジ A — ム，スクンバイの««を K ちナるバ7ーマも—ジメント （PM! 
タニユーを巧 y 化卞ことザでをミヤ，さらに巧しいことにゥいては5意の•シ 
スキム3ンブィブレ■シ a ン"の夕I巨をお«み< ださい， 

■ク〇ックスビードの a 巧 

回 * 

<Fh>K わを巧十ことで. WrtSoo* Proa >ビユ•♦の CPU のスピ•ドを*い 
違 C IFAST) から ft い遣« iSLOWI じ巧り替えることがでさ*十.，食い法 
曼じすることでよりバ7♦りの巧»そ供えることができミオ。この g おを斤 
うたびじク曰 7 クのスピードが巧り»ゎ021% 
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■サウンド審量 an 



國何 


< Ftt >+< F 2> を巧卞と、1巧»ササンドのホ量をアブブでさ i ナ. < Fh >+< F 3> 
を押ナと a じ下げることができミナ。なちナるアプリケーシ a ンじぶ々て 
は、このなミをな I ]に S * 午るものがちりミナ。その場をはアプリケーシ9 
ン中のホ量な定を度 g しで It 巧し■しで< だきい， 

えた、 Wiockwi での♦最のは、こ々システムマ f ンクシ a ン♦—のけわ 
りじサクンドアプリケーシ3ンの中のザリ A — ム3ント〇ールプログブムを 
巧巧しで<ヴさい（6>サゥンド««を|«ぅ*ぉ«ん<ジ$ぃ>。 


■表示切り替え 

國 

がか f<FI> を巧ずと巧なのそ示**を ’irD の*■、•で RT のみ"， TCD CRr 
巧巧の)■じ切り巧そることザでさま1% CRT そ再！*していないとこの议ウ公 
走は有巧じな々ミせん。 

なお、«巧«ホ、 LCD の A の各表示タホは、 LCD で表巧でさる*欠の*像度 
で褒示しでいると i だけサザート5れ^卞。 
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日本 IS 入力 


日本»4$»005上じて义夕み#を乂カナるガ法じついで»巧し*ナ^ 

IMicmoft - MS-DOS - Vmi が•た V 》 

■义字をタイプずるには 

ここでは.ひらがな、 々バヤ、 ァんブ f ぺ7卜、なを，おそなどのん力方をじついで« 
明しまナ。 

巧而の T 巧に巧在の人力そードを S ホしでいミす ♦» としで*ず>を巧し日本巧 
入力♦一 K じしで<だをい》»する力をも同じで卞。 


X •巧 S 


通〇バ S # 


乂力巧さ 
がさ 
でぞめ~<|麵 
ホ VII 巧 

1 . 文 7 の種類 


入力できるスタの«•は、大»くをけでかな々ホ美なの}みり i ナ。 


が 

モート， 

巧曹幸一\トグム） 

♦な 

ひらザむなどの人カモード 

<ひらがな* 

々ナ 


づ"1>+<サ > 々わ 


** 等のん方♦•-ド 

<s わ 


8 . 太をを 

人力でさる文字の太ささは半«、をみ2種卞， 


«を 

そ—卜’ 

巧警*— 1トグル> 

♦ 

tn んカモド ' 

<本角••を>> 

& 

を*んカモード 

«牟かを>> 


# A 文夕の！!はを角 X ずりホそでナ 6 t たひらがなと臭すじは r を W しかも I け#ん、 



3單キ—ポ—ド 
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キ角モードのと»でもを A じで入力され Jt , 

3 ,かな入力巧 JC と□ーマ字入力巧す 

ん力方まはり«ナ. 


が 

モード 

巧*♦— ir プム J 

R 

〇—マ幸んカモード 

マわ 

なし 

かなん力そ—ド 

< Al 04< a *** 々4^^ 


を 


WMm 上 T の♦な入カタXと口一*?事入力方 K の巧り11文は、 <Qit>«<SM>^0 
らザタ>で巧い* t. 


かなんたは、入力卞ろ^ザの今一 t ♦のま3押し^千，たとえ IJT や」人力したい H を 
は<や>去巧し t す， 

ローマ字人力は、口ーマ字を>ィプしながら入力し*ナ*たとえば r や Jt ； k カナるじ U 
が X いの g 曹で押し it , 

■かな入力のしかた 

かな入力は、年一じ巧«されでいるかなを4#|?卞ことじよウ巧い*ナ*その Jt す的な方 
巧はホのとお9です。 

* •として ■! ■下•のそード«巧が r かな入力♦ード J < R がない伏雜）じなゥでいるかを« 
か AJ ナ。ローマ宇人力々ードになぅている♦々は，口ーマホ>じでかなんカモー 
ドじし*ナ9 

基本的に♦—のち调のスキはかな、々ナモードのと»じ入力で*、を*のでネは«»モー 
ドのと»人カゲ巧»じなり4ず、^たキーの下侧はその* J， ♦■の上 IIU<SW わを押し 
ながん押十と入力で中， 


巧数モード 


かな、 々ナ♦ー ド 










B ホ寅入力 


1) ひちザな 

<ひらがな>を押し t 、 ■■てのそード*示を r かな J じし、直»そのかなキーを押して入 
力 L ミす。小さなひらがな<*， い、 う、え，お、 ウ、 *、 * 、よ、 ♦) の場をは> 
々 w 於を巧したままその♦一を巧しミず> 


2) 々夕々ナ 

<shut>*< 々♦ホナ>を拜しで舌■下巧モートぶ示を r 々ナ J じし直«そのかな♦巧し义 
力しミザ。小*な々ブカナ < T、 ィ、ク、 A 、 ♦、 7* ャ、ユ、 a > ブ> の♦をは 
<Shilb •を押したさまその♦一を押しまナ4 

3) 數芋 

<换を巧して、下々♦ー ドたホを巧かじしさ卞 f «いで、人力したい»?キー 
を巧し*卞. 

4) アルフ7べツトホ S 宇 

<« かを巧して、疆面下の々ード*ホを[ミ^じし*ナ， « いで，ん力したいアんブ ザ 
ぺブトキ ーを 押しまず。 



5) 7ルファベット大 X 宇け文宇） 

■C 芙わを巧しで、 ■* 了め 4— ド«巧を r 失 SJ じしまサ.- 6いで、 < sw わを巧しなが 
らん力したいア♦ブ7べブトキーを巧し i ナ S 

6) 7ル77ベブト 大义宇：連 «) 

<萬わを巧しで-■巧ドのそード«示を r 美た!じしまん«い t * づ W わを押しなが 
b < Alk > そ巧ずとロックがかかりまヤ、そしでん力したいアルフ T ぺプトネーを#し* 


7) かな K 号 { r、J •ヶ . ，、•、 £• C など） 

<ひらザな>を押しで、 * 應下のそード«示がかな J じし*ず • ちいで、入力したいかな 
化み年一を押しま卞* 


8) 芙1ミ巧 （ t , 6•ん$•%，*• 4••など） 

<美»>を巧しで、西 ST のモード«そを广 *6 リこし t 卞.•いて、入力したい* las ネ 
今—そ巧し S サ， 
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■□ーマ宇入力のしかた 

4■としで丽巧下のモー KR 吊がローマ宇んカモードぶが表示されでい &) じなゥでい 
るかを1|かゎ*ナ。かな人力々ードじなゥでいる！*をはかわべ〇—マわでローザネん々 
モードにしミ十 • 


巧たモード 

<かが【>+この♦一 •# — 
この♦—>3 — 



A 


3；Js 

i 



かな、々ナモード 

-入力できない 
—入力でさな V 、 


<かび t > + このキー-1 
この♦一*] 


^ : J 一 < SMfi > + この キー 
】む 

一^ -入力できない 


»本的じ年一々ち■のスネは»がそードで巧巧じな々，ぢ侧はかな巧ネのみぞ巧じなり * 
す. 


1) ひちザな 

<ひらがな>を押して ra ドのそードがを r かな J じし、人力したい：»の口•マネをクイプ 
し4す IflIJ や J なら <Y><A>} :小さなひらがな（♦，ぃ，ろ， t ，*、つ、々、！•、ぶ） 
の♦をはその口ーマネのかこかをタイプし i す l«:r*J なら <XxYxA>) , 

2) カタカナ 

<々タカオ>1样して、 TOT のそード巧示を r 々十 J じしでん力したい IT の口•マザをクイプ 
Lit • づ、さなひらがな <7、 < 、々，ホ、*，ブ•ザ、*. a } の 

4含 a その口ーブネの前に々〇をダイブしミす fW：rtJ4^<XxYxA>J 

3) 敦ネ 

r かな J* 「♦ナ J、 「美 fu いザれ巧そ—ドで A 々でも人々することが巧趣です • 


4) アルフアベブ K ♦タタ 

(♦れを押しで、 SST の々ード«ホを r » かじし！す;> 疆いて、人力したい r ルブ T 
ぺヴトキーを押し f 十. 
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S ) アルフ7ベブト大义宇 （1 文宇） 

を巧して，百而下のモードRホt•^*aJじL^ナか、で、づ W わを#しなザ 



B 错 


らん力したい T ル 7r ぺ 7 卜♦一を If します;. 

6) 7 ル ファべク ト太文 宇 ：連!*) 

<»な>を押して、6おド々モ•ド*をを r* な J じしま卞，«いて. <shi ゎを巧しなが 
ら<*8>を押卞と口 7クがかかりまず S そしでん力したいザル 7T ぺ7トキーを巧し i 


7) ホタお号 （ r 、 J . ヶ、； . C など） 

<ひらがな*を押 L て、■面下の々ード S 巧を〇な J じしミず.巧いで、ん力したいホな 
巧を♦一を押し it, 

か»|巧化々,もん X ，*，ん•など） 

<みかを巧して、 *a 下の々ード S 示を r«ikj じしミす.«いで> 人力したい奚ち E 巧 
♦一そ巧します. 

■巧宇を入力ずる 

MKTOoft • MS-DOS - Vmiofl6«rV のまなブニ AT も•日ぞ S 人カガ< ド MSIME •じん力々 
巧が R 隹*れでい S 卞めで、ご参屏.||い4卞4 

■コード入カモード 

Microsoft MSOOS • Vc«ion6 ユ ’V の 4M マニュブ J ド 日本 8人カガイド MS IMP 【こ入カガ 
法が巧載きれでい J [ナので、ご夕《«い*ナ，， 





八•ツテ y • 



•この掌では 
•バ y テ！;パジクタ巧>する 
•パブテリパックタ«ラ 
•パブテリパワー«»がする 
•パブテリバダクちする 


ソ■チックかかげ （ 户巧コンピユータけ 1 C か 240 Vj » ia の S 巧 9 S 
ホら AC アダプタ5巧って BUf るク， 》 tu 巧藏の巧 «み< ッチリ 
バ 7クじより、»#ずる 專ザで ず。この*で ttAC 7 ダプタと 
パプテリ «* じついての 一 «の■看 ffR # と; *資爾 ののを JI (パ 
ワーセーブ}の巧を*ホの KR してい JT , •はじえに•に* 
4«； {韋 など t こ巧«頂いていないようでレたら、巧!*み< ださ 



バッテリて巧作させる 


シ义テムが化巧5れると>じは.巧*のバブサリバブク aiet されでい J そん,パブチリ 
でシステムを動けさせる前に、パブ♦リバブブの无■ををかこ斤ってください， 


■バッテリバックを巧■する 


コンピ； 1— 夕じバッ♦リバブブを巧着し AC 7 グプ * を««し、た HLECW < I » を.か口が 
になるまで、そのミミじしでおミ*卞。1化を巧|ナるじ1よみ2巧«305}*かホりま1%巧 
電な3ンピユ ーブの tt 巧巧でん行われミナ， 

■巧 ILED 

LCDII 面の T * のや矢に A るで iLEDa * ホ任のバブテリパブクのか巧をホしでい a ナ, 

も L 夕をじを«されでいれ; ilED は»たでななしでい t 寸，♦レンジ色でぶび^ていれ1/ 
バブ> リバヴブは巧«中でみることを示しでぃ*ず，パブザ^リパブタがんっていない，* 
たけパブ♦リバソブがんつでいても AC アグプ♦が»«夕れでいない場をは M なしでい* 



L£OA が 

巧9 

t レンン feJl 巧 

パブ♦リバパは巧電巧で > かこ定■けされでい{そん • 

な色冉 C 


«巧 

AC アグブ■されでいない巧#， J たなバブナクバ7クザ 
i し<«看きれでいないか.それは卜 t 電<•避!《ブ>ないホが7 
ず1た«じ遍した ««♦# を a えでいるなど J g 


■バッテリバックの巧*モード 

がわみ》^?巧1}コンピ4—夕ではパブチリパブクはシ X テムがバマーオフでもパウーオンの 

とをでも®もけい1すけた，ホスバン K 中ん布*でを i す）， 










パツテ u で巧作さむる 


■パプテリのぶ«のげ S を巧さ 


パブチリバブクの*帛牢じパプ f リの巧■がかな < なウた場を（口ーバツチリ）、 KIT の 
2クの方巧で a ンピ A ーダ々巧しミヤ， 


• <«のが Mt からオレンジじ S 化ナろ 
• 巧 W けごとじ■ビブ•というホがナる 


これちの■ちポ否せられた場をじ U、 卞ぐじ3ンビユ—夕のデータをた—プし*ナ，， AC 
でグブ * ザるくじ♦ろならば、««ナることで替ちはなくなり4ナ（巧》»じホ電をはじ* 
*ヤ）4また、♦の■じパリバブクを巧}*ナることもでち*ず.（この掌め A ネの 
バブナリバプクの夕}!Iの*目をわ HA くヴさい）6 

1た、バウーマ麥ージメントイニユ■じおいで Swpcfld Cemol; の巧目で L&W baneiy $«$• 
ドか i じを？？れでいる♦もシスすムはバ7♦けの»量がたいへんかな<なったと»じ0 
»巧にづンピ A— ブの巧を*巧やのブログラムを»止し.サスペシド找»じんり*ず, 
UwhinnySuspei かの巧白がマーブなしじを々でいる*をじんバッチリバ7クのぞが • 
な < なった時•なでシス♦ムは■稼がきれてしミいミ 

シス♦ムの巧巧を狼«きれる場かこは AC デグプタを IW {し、パブテリパブクをな♦して 
くだ S い, AC マグプ>を*«，3«が«巧されなのち、夺ーボ—ドを巧ナか、««ス 
イブ♦を巧しでレジ A —ム S 々で < だ#い;， 



バ 

ジ 

U 


jpMk D ■バッチリのが H の ggWtMT ると、のテ■夕か ：«♦« るいなブロブラム 7* イルク 
どめ A 巧うちそれダ A り: TT . 


■バッテリのパワーを節巧する 

3ンビ A ークの任い方じより、パブ f •リバックの Its 巧曲は巧じしミず， バッチ、い、マウ 
の«力を■(のずるたかこは下にい <っかのヒントををし J 卞。 


•LCD の巧巧もを A で VWiSookPro ユンビ A— 夕のを«をな晶を tt 巧しないと i じけ 
そ巧クでし*う6 

•パ 7— w» •巧そ巧 S ヤるけ*じ ft 巧されでい i ナ; • 。巧にグローパルスクンバイ 
モードでは消•霞々を»わでかなくサることがザ能でず， 

• サ义ペンド•レシ A— ムモー ドそ巧用ずる。 

i たは下の巧»くむ月«電力の«大を巧き«十= 

. ハート’グィスクミたはフロプピーディスクをアクセスする， 

•メモリを巧®十る（ネブシ RAM そジユーん】， 

•び U じたくさんれ lit? せる t«* じが真を斤わ々るブログラムをX巧卞るより，ェ 
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グイクなどのプログブムのほうがよりカザかなくです Alf ) ♦ 


■サスペンド•レジューム街«を«う 

♦又ペンド•レジュームそードをパ 7— ブネージイントメニ 4 一にで適巧卞るけ載の■シ 
又テム3ンブイグ V •—シ a ン•の項目に Rg されていま卞 •） ことじよ々、3ンビ A ーブ 
を♦フのれ]!じしてもサ义ベンド扶»じ«巧さそることボです。このを*うと、 
たいヘムかない電力で、巧在中のオペレーテイングシスチム，すプリケーシ言ンをそ 
のままのホ*でメモリのかじ保持さザていくことがで卞。コンピュータ t オンにずる 
と、巧の«»じ a ♦さ♦も事ダで>さ卞4 

た巧し，か悬の«力でも ft 巧* tt ■しでお< とバブ♦リバブクの電力は巧«されでい*た 
わ、 a ンビ A — 巧■サ义ベンドれ g じしてわ<ことはわヤず A でを*#ん， 

■バッテリバックを sai する 

このたクシ a ンで U 、 どのぶうじしでバブチリパックをがするかじついで»巧しでい S 


# この3>ビ4•夕專 嗎 のバッ♦リバシク fel 巧め用 T ♦と、 翊々 义找の]*るわ々れザ4リ» 
すので+みごま 隹< だ夕ぃ • ソ■テクク«々ソ■チック WnSodt Pwa ンビュー タ寒*パブ f リ 
バブク€こ an ください. 化、 バVチリパ7クの々 賴.■場. 父申への It 入. gift. 麵ブ巧1111夕 
ど Uttit じ巧わないで < だ♦い> 


3ンビユ—>が1^^しでいるが« (♦スベンド中もを At 卡）では， AC アグプ f を播« 
して AC アグブクから til がな«されでいると i 巧ん，パブ♦リバ7クを夕»ザ4ことが 
で> まず* 


B パク♦リバック12满する晴じ. ®^LEO が HftLA 巧レでい♦こと♦み禱かの< だ 
«い> 11!たな♦レンジのけなバツテリバ7クの S 權は？ん,ちしこのぶ 
ろな場を U コンピュータの f ■夕 t ブィスク々ーブザるホ、 ACf ブ7ブ t さしこん 
で.アダ y タクら巧 WflMt ♦巧クで<ださい • 


のち HUUT のよう 








バツテ U で Hi 巧ごなる 



4) 夕 n 巧の パブ♦リバックをお着し ミず.、 バッチリバブクの 51 わ由が a ンビ4ータの巧而 
にかかう 才巧 じして*バ7テリパブクの»ろ測の 巧 お*そかこ«•エリつ 
A 込み i 卞，そのちと«の*をそ•かじけ A て♦を、バ7テリパブク化 





システ厶コンフイグレーシヨ 


5 


•この章では 

• システムコンフイグレ—シ a ンにクいて 
-システ厶コンフイグレーシ3ンそスタートさなる 
•/( •クーマネージメントメニユーそスタートさなる 



ソーそツクが fiBoc* Proa ンビ A ー タじ e み込*れているシステム 
3ンフイブレーシ a ンプ□ブクムは、暴X 的ジを巧 B レた 
リ， ttStSB したりするた《じ«巧され？ T 。 J た.タモリの S 
童.すプシ a ン t * 反. CPU 巧スピードそ I 更.シス X ムのセ ♦ユ 
リそイ.バウーマネージタントの0玄«更などその化の百のにも巧 
巧されま1% 

この韋ではシスチムコンフイブ レー シ 3 ンプ〇ブラム t スタートさ 
せ.«う5で tRW し 


システムコンフイグレーシヨンじついて 


WkieoQlfProu ンピ A — クは、才7のれ g でもいくつホの**な销報を EH しでい*ナ， 
シ又ホムを X クートさ♦もと »• いクもこの flm がシス♦ムじ RA る J れ*卞。 

シ 乂チム コン 7< グレー シ■ン プログラムは な下の JH 日を巧うことが で> jt 。 

-そ*更卡る， 

- J •投したオブシ a ンの巧*をたちナも， 

- R 存のハードウエアの««を ft 更卞る， 

.バス7ー ドの泣ち*更を斤う， 

•パブチリの«用 BM を ft くヤるた A 、 バ7—マ本ージイント IPM ) »«を«々♦ 

S た、现ぞのシスホムの|*るれ*を巧もたわじシ义チム3ンブイグレーシ9ンプログ5ム 
を使うことムで>4卞。 «* した»ちをシス♦ムじ反峡を々るたわじなシ文テムは必ずリ 
ブート^な< ではなり1ザん，このと >11前にイモリ上に ff 在しでいた卞ぺでのプログブ 
ム i びグー♦ダ消文し i 卞々で、ごな查< だ S い， 
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システムコンフィグレーションをスタートさせる 


シス♦ムゴンフ< ブレ■シ3ンプ〇グクムはイモリの中に常8しでい S ヤ。 これをス♦一 
卜 させるじは DOS プ〇ンブト（つ*々 T プリケーシ 3 ンブログクムや、 W わ わ M の ミ 斤 や 
でな* りません）で <Cul>+<A わ +<S> そ 押し2 ず， シスナムコンフイグレーシ3ンイ 
ニューポ EIT のよ ろじ*れ ミす， 

このメニューは♦上の斤に呆されるようなをザブメニューじそめ目«じ K じてをれてい 
まナ A 



ご • ぶ护ッ"ごが : r 知•化 fWr ，>:&3 Mi 扉 

wwn " hm Exit 

r し tr rln»9mfi! 


Jltm bi け A = lr 44 fi 

Ntfd hmC s ?22 n 
Serial れパ i = CflU, 3 巧， IIM 
FualUl Port ， び 11, Wy 3 ?l 


化 Uiw ! Euklt ^ 

Hi か PoMi Savins 


1 7m 

Sha^u » 6 0 

な鄉 ； 通 I ! 

Cache (Let) ^ Hint 


H k ■されでいる Hoo ♦ィモリのこより上 e の s ホ巧 suiti ^ そデ♦と X なを« 
タザ♦り S ザ, 



I 


シ 

ス 

I 

ご 

ン 

フ 

イ 

グ 

レ 

I 

シ 

3 

ン 


* 在の技巧の化だが •« とな々で K 面に表夕されでい i す：それぞれのサブイニューはプ 
んグウン式に*示されミず， 

これらのホブイニ A — は < A わキーを押した巧.をちの々ーサ ♦«» 年一 じよ々、それぞれ 
遍が卞ることができまナ A 巧ちしたい巧目のサブタニ A — じな»し> 今 sa 上下の々ーサ 
巧«♦—を押すことじよつで、それぞれのサブメニュー々申のを巧目をち巧し*卞 

■Startup (スタートアップサブメニュ ー） 


この♦ブメニ*一にはれ T の匹巧*目がみ々 S ナ. fiSrt ぞめ«更をだう上 T 力一 ♦*« 
♦一を»しでホ»ゎ巧0じ«3々ーソ*を1>ぉ$ザみがを>ィプし*す： 
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1) Dit # and Tlmd 

々レングの曰け及び IMB を餐更し^ナ， R 示>れでいるのが、巧だか巧されでいも日行 
及グ巧■で十，ザ S のを»がみれぶ， < T かキーを«ゥで*更したい日、巧、«、 W . 
サ、かのところへ々一々をし，が ♦— を«って希 a ヤる日け»び!#«*义ブルで 
<ヴさい C なネはをの巧に日/ル等，もり刊じかかかの顺香じたんでい i 十。（各 M 
は々ーホ#»で*!えることも巧 ft でず，> ん力が♦わったら<1化>♦一を巧クで 0 K 
のところへカーサを巧動し、 <£ mer > そ舞し*ず。«更々ずに巧へ*るとさじは < Ek > を 
巧しミず， 


2) Fast Boot 

リセブト巧じ巧われるィモリチストそ斤わずにブートを斤ろよろじを巧し J 卞〇これに 
よ々、よウをいシス*ムの么ち上げを巧うことザで？1*ず，子*ブクブーブ"/が 
Fftil 5〇〇1の«示の在||じ«示きれでいるとさじこの*巧が*> *ず，ここでもう一# 
<Ewr>Jl た U<S ド ce> 年一*•ホ#けこの*巧を解おすることザで i t す..デブ♦ルトで 
なこの機 ttd 巧止されでいまナ. 


3) Boot Device 

システムはフ Oy ビーデイスブ、ハ■ドデイ义ク J たなに々墨ドめいずれホらもブート 
?サることが巧*です（ただし巧*イ fVT が王し < ブートでをるようじ♦み込まれて 
ぃ&ことが必»でナ1 ♦ ii 常はドライブ A のフ〇ッピー f イスブを*みじ巧き、もしイ 
デイ T が#着されでいらければハードデイ义クホらブートし，ハードスクがなけれ 


ぶ C 々ードからプート tff いミす： <T» わネーを任ゥでィニユー巧旨巧じな《しズホ 
ら、上ド#»々一斧年一を巧しでどのザバイスからブート^最巧に巧うかを*巧し， 
<Sptct> 年一で g 巧し《卡。たまをしたら> <Em«> を押しミす， shet 巧わないとろに 
け <Ew> を巧しまず y デフ*ん卜はドブイブ AOS 〇ブ〇 7ピーディ义クわら*巧に 
ブ—卜 t 巧うぶろじなクでいまず。 


4 ) Vidto か toct 

が 》 CRT と LCDOS 示をどのよろじ巧うか ttta し i 中 BOTH を*巧ずると CUT 、 
LCD « 時に«巧し， LCD を*巧ずると LCD にの AR みしミナ> CRT を盞が十ると CRT じ 
のみホポ L まナ。 < T * わキーを ft ゥズィニ*一項 B 巧に》||しでから上 T 々ーサ巧« 
キーを押しで選おし> < Spece > キーでがしミす。径定そみち L たら、<£« 1 け>を押し* 
卞 tt 定を巧わないとさには过*〇を巧して<ださい，デフ T ルトは LCD じな々ていミ 


5) Password 

本«目ではホの tt をでミさす, 

EnaWe puswnl わ Bo け•呼:シスチムを义>•卜さ々たと i じ.機巧 ffS のた Al こバス 
ワードを巧巧ずることがでさ t 十.訂化>年つて：* H じな ft しでから上 T ♦—ホ 
♦"そ押して*巧し. <Sptoe> 年-を巧してなち L4 ナ。 

En»Me password fur SCU chui « e «： システム； a ンブイグレ—シ■ンイニューをスタートさ 
サるときじ，バ义ウードを»巧ナ4ことがでを i ナ.イわ年一 t 任ってイニ A —巧 只 
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システムコンフイグレーシヨンをスタートごだる 


巧に巧わし、づキーを押して*巧し S ナリ 

これらの巧目を S がした場を、良 nerPtn •な庄、V用ら PwwkU : の巧 U; こづか♦一で 
巧»し.それぞれ4で手からら文ホの長さでバスウードを人力しミんバ义ウードじ使用 
でさるめは»，巧ぞキーだけでナ，パスヴード Uflr かじィそナるなどして、ちれないよ 
ろにして < ださい, 

み B のシステムのぷち上がり時に AT のような BS でシスチムはバス 7— ドのん力を* 
术しでき f 十。正しいパス7—ドを f イブしで<だきい。两*クた人力を巧ゥた«々 
は、38まで»*ホをけぃ*ナ。 3 H とん«ぶ文む♦をには、シスチムはリプートし* 
ナ4 


Enter Passwor ホ 


バスマード♦をれた♦をには.ソー♦ブク♦クニ々ルサボートセンブミでご«巧くださ 


6) Configure SCU 

シス♦ム3ンフ <ブレーシ a ンイニュ■じ M ナも BW を斤ことがおみまナ* 


り CokxShcinc 

シスチム3ン7 /グレーシ a ン■巧のを巧巧を巧う i とがでさミず, <T* わ年一でメ 
ニュー巧呂巧じな B しでから上下力—サお#♦一を押しで*巧し.づ口》>ネーで 


し«ナ。色々狂€は々のようになります" 

uhColors. タフ*ルトめ色巧ちで卞 c 

nateCoUytr グブ * ルトのらに巧しで Rfc したらじなウさ十： 

从況 ochrum たモノブ〇を：ら S ) で卞. 
tnveneKkmiX 々ノクロ色の反おしたを巧おで卞 .， 

2> Easy M か u 

巧示ミれるメニ A —巧 fi が M ち化されでを示されミす，この»巧を«んでいるとさじは 


M かか wy サプイニ* —が S をきれ S せん> えむ 、 Easy MenW と巧示されでいた S 日!よ 
Ccsnplcic Mens * と表示され2卞《 


■Memory {メモリサブメニュ ー) 



5 

ち 


シ 

ス 

I 

3 

ン 

フ 

イ 

グ 

レ 

I 

シ 

3 

ン 


このサプ>(ニユーじなは下の巧宏項目が<>り*ナ。 tt 巧巧ぞの sns を巧ろ上下々—ホなか 
今一を押しで *2 の巧目じ反 fe 々ーソルを«»5夕> をダイプします. 


1) L 1 Ca げ • Enable 

c ? urt » の今ヤ7シユメモリの ft 巧を斤ろかどろかをな巧しミ卞， 巧 じぶ.*のない*9 
これ;か、 cte & uWe の4た巧で«巧しで< ださい，キヤヴシユをおムナるとシ义チムのた 
巧スピードはなくなり * 卞，デブ♦ルトで年*ブシュ«巧はをかされてい*ず. 


2) L 2 Cache Enable 

炸致♦ャブシ A (2 ホキヤ7シ4> タモリの«巧を巧うかどろかを巧おし S ず：巧じを 


67 










« 々ない K りこれは CKheEMNe ^ ttS で tt 用しで < ど？い， ♦ヤ クシユも«化すると 
シス♦ムの Ag ス ビー ドは遲くなり t 卞。ザブ♦ルトで年ヤ7シュ•巧は4ホ S れでい 
け。 


■Disks (ディスクドライブサブタニユ ■) 

この♦ブメニユーじは li 下の項目ザみりミず。芭ち巧呑の变更を斤ろ上 T カーサ# ft 
♦一を巧しでホ a の*目に皮«々ーソルを巧»さ々，<£«〇>を巧しミず. • 

1)DUktne Drive 

ブロブピー ffX クドタイブ：巧の）の tt « t ■巧い*す。 FDWM 作を iMI 的に巧化 
したい場かこのみがそ* e 卞ることザで# * す，通常はこの BS は I .44 MB と L でわ 
いで < ださい《す^フ**卜た巧では*1ィ414がじなクでぃ4す。 


2) HW Disk 

ハード* r イスブドブイブの iWj * けいます，ソー爭ブク W わ6〇<&み0コンピ A 一少では 
こめ#•巧は常に Art Disk は、《1ザじしでおかな < てはな々1せん，その貧の tt 巧を斤 
ろとシ义テムは正し <B 巧十もことザでき f ザんのでごを重<だをい， - W を*巧ず 
ることで、 WrteWP/O は HDD のぞ量そ肉 B かこ技歲し*卞がハードデイ义ブドライプ 
(HDD ； を夕幾した場を a —*シスナムコンフイグレーシ 9 ンそスタ•卜ぞザ HDD の 
»* を«6策巧了さ♦るを»が ♦>> まナ*デフ♦ルト か 女でな •A*o •じな。ていまず。 
なわ、 巧 »1なた定♦斤いたい♦々は < TA > ♦—でメニユー巧日がこ«»し、上下々ーサ 
♦—を*巧しでそのを通巧し、づキーで技巧します。♦の AT < Cwcf>t 
押しで<ださい，*更しない場をじは < EiC>t 押し3卞.： 

■Components {コンポネンツサブイニュ ー） 


このサブメニ4一じはな下の1?ま項日が*々*卞，巧巧巧の巧更を斤う上 T 々一々 
今一して# a の夕 (§ じ皮 K 々ーソ;さが < EM * r > を押し i 中。 


1) COM Ports 

3 ンピ A — クの甘巧じ*る、シリ，*ボート 3 * クタのポートなをを巧ろことができま 
ず niracoMi (ym) じ技ちしでわさまナ用される 7 プリヶーシ a ンプ〇グブ 
ムむ•をなどじよ々 • こ巧ポートをちをち更♦るとさじは巧か♦—でィニュー巧 H 巧 
じ»動し、上 T 々ーサ巧動年一を«巧して*巧しづ paw ♦—でなをしミナ. cow か 
らで〜 4 *で»をを«更ヤることがで#ミナなわ、シリ T んポートを 3 ンビ i — ク上 
から巧えなぃ It ちじナるとさじ; iftooc を遺巧して<ださぃ， a 巧をた了したら、<む. 
icot 巧しで < だ？ぃ 6 t * サずじえへ 8 るといこけ < Ek > を巧しミず。尸 7* ルト巧 
S でけ COM ぃこなり 2 ザ， 

2) LPT Port 

プリンクボートのボート反ミを朽ぅことザで»1ナ， a 常，ポート巧巧はけ TI 
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は 7 化 > にしでおさまず。度*十るブログラム々«かこよ々> このボート fi ちそ荣«卞 
るとさじは、<7站み♦—でタニユー巧自巧じな B し、上下々ーサな®♦—を度《しで# 
巧し <sp«ct> ♦—で»巧し i す。 Lm から Lpn までおそ 5ih •る i とがで♦まナ： 
コンビユータからブリンタザートを A えないようじしたい場を U、none を遵巧しで < だ 
をい々 

g おをま了したら，み w> を押しでくヴさい e * ち々ずに巧へ R るときじ U<E»o をが 
L ミず，ザ7♦ルトがでは m ■いこなりミず， 


:なりまず， 


3) LPTType 

プリンタボートの*巧そードた巧を巧ろことがで J まず：ホ»、プリンタのそード 
は B 地巧か onal (ががこしておさまナ&巧巧卞ろプログラム巧 R なじよ0、このそード巧 
をを«更ナるとさには， < T かでメニクー巧目巧に«»し、上 T 々ーザな»年一を巧巧 
しで*巧しづ fttC かキーで度まを t ることがでさ*卞> 巧を t モ了したら、み w かを巧 
しでください ， S 更せずに元へ*るとさじは<£*0を巧しミず，プフ♦ルト It 巧では 
Bklif なが omK がむじなり S 午； 


4) Keyboard Numtock 

システムち»時に今ーボ•ド々ナンバーロブク»||を行うようじ|«しま卞* ♦ょッブ 
マーク • J " が) C 々 boordNisnlock 々巧をのを fl じ！{をきれでいもときじこの Mft が錐き 
ミす*ここでもろ一* < En £ ef > t # ザけこの •* を*»ナもことザでち*卞*デフ♦ル 
卜ではこの Hie は！*ときれでいミ十。 


5) Keyboard Repeat 

年ーボ•ドの ♦一に ■しでは下の B ：« を巧うことが出**ナ。 

I) Key Reput Rate 

年ーボー K の♦—を巧しつづけたとをの才ートリピートの««を R 巧しミヤ .1 
30文みか 130 CPS ： から2义みか•: JCPS ) 1でを*ができ*ナ。巧みのおちを巧ゥで 
<巧さい； <7化>を®つでメニュータ(目巧に#«し.々一♦上 T #» ♦—を押しで*択 
し♦—でた1|しで、 <& uer > を巧します..をけわない場をけホを押しミ 
す。デブ ♦ JU 卜では K <! 巧【10です/巧）わ這度に巧をされでいま卞。 


2>Key Deto) 

♦-ポ冊ド, 


♦—ポ—ド々♦—そ巧してホら才—トリピートのお JI る J での a ま#两を! fiij しミず, 
U 4 f ¥ 0501ホら < l 000 ms ： までを * 巧でさ*ナ> 好みのをきを巧々でくださ 
い。 < T * b > を住ってメニ A 一«目巧に巧»し • カー♦上ドみ ft ネ♦を押しで選巧し 
<$口な >♦ 一でがしで，<む化〇を#しま十。な巧を巧わない場をは<わ c > を巧しミ 
す《 

デフオルトで UI 々み ifljfr ) め巧■ををじをクてい J 卞, 


6) StickPolnter 

巧 B シリブみマウスを巧«して度用したいと i じ U、 この!*巧を «eL で W 巧义テイプ 
クボインクを ft 巧そしないように卞ること#でをます.巧冉卞るソブトウェアじよつ 
て U、 又テイヴブポインタとシリアんマウスを»•しでいる*を、♦じステイブブポイ 


ンをスタートでせる 


システムコンフイブレーシ 


5寒システム n ンフイグレ—シヨン 
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ン♦そ » 巧巧に 後 曲して篇なしでし i うものが*り f 十.チ王ブクマーク々巧か k 
れ teicr の表示のち*! に« 示されでいると S じこの#*が有巧で十.づが巧>♦一で巧 
巧 ‘無々 が*巧で> ミ卞。 * 巧を巧了 L たち、<むが>を>しで < だ？い: せずに 

そへ K るとろには<£«〇を押しまず， * ルトちでけ Eiulrie じな々まず。 


7) Sound Chip 

サウンド H « の有巧、無々を Bttg し J ナ。チム7ブマーブ •/ が SoundCWp の«ボの 
化■じ！{ネミれていろとさじこの»#が有巧で T づ口 cc > 今一で有巧、•巧が*巧で 
さ i 十， PCMCIA ス〇ソトじ M のサウンド々一 Kt たは# ttMMU . JOOO を»*卞るみこ 
はこの B % を •Viabk •じ し S す* 

これれ M ►め場をけ常じ•♦巧•じしてわ is 中.デブ*ルト巧巧では，有*巧•でナ. 

S ) PCSpMk#f (PC スビ■々のオンオブ） 

PC スピー々からなるホを*1ムし*す。こめ項目で < Sp « a > 年一も押すと公巧れ«*を巧 
ろことがでさ i ナ。そ王プクマーブ•ィ-々巧ド A がめ表古の左«じ巧れたとさはスピー 
々から*が化るな巧《ホン）じなり^ナ> デブ* 卜で PC スビ—々の着は矛ンじなク 
でい J ず. 


この « e ♦れ S レ tMTT # ♦の UPC スピーカとわ♦舍の 4 MII と. PCMCIA ♦一 
ドから B 力《れ♦蕾めのみで T . 


■Power (バ7 —マネージメントサブメニュ ■) 

この♦ブイニューにけは T の»巧«目が*々ミず，巧を巧なの**を巧う上 T 々ーサ巧« 
年一を W して 々 a の*日じ化 B 々ーソルを巧#5せ、<&11«>を > イブし<ナ， 


1 )Enable Power Saving 

パウーセーピング のな々. A 巧 t 色巧し J す。 ♦と ブブ マーク •/が Enable わ *げ 
な* hg の S ホのを调じをでされでいると夕じこの»巧ゲ々巧で十。 却がか*-でお 
«、無巧が選巧でさま卞6デフ♦ルトなちでな"#®"プヤ. 


2} Battery Only 

バブ争リバヴブを！!!巧 L ていると$の A、 パワ■そーブ機*ザ有かこなりミず ，乎んマ 
クマーク"/’が Battery Only めを示のを■じ哀示されでいるとをじこの®*がが9で 
す.づ p»a> ♦■で有巧，無巧が通がでも i す， 


3) Low Power Saving 

バワーセ—ピングの ft 件モードをををしまナ . チュブクマーク 
的の«示の左•じ ft 示されているとさじこのモードが*おされ J 卞 C 


ィ ， Power 
卞 . づ pwo キー 


Sav- 

で* 


巧 t 巧い t ナ4本モードではホのような巧蘭* a じよりバヴーマみージメントが巧われ 
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システムコンフイグレーシ 3 ン巧スタートごだる 


ます 一 CPUTtfneotfCl6i^« Vか oIVmoul 化を、 OiskTunmc 化々、り loMnineoui:l6 を 

4) Medium Power Saving 

バクーちービングの tt 巧モードを长ちしま卞。乎ユ7タブーク•ィ • : d^Medium Pcmtr 
か Ww の#示の左*じそ巧されているとさじこのそ—ドが夕巧きれまず： <Spa«> ネー 
で遠巧を6いまず，本モードではホのような巧《16かこより"ウーマ考•ージタントがが 
われ S 卞。 CPUThwow 义ホ，Vか oT かか*1:4み、 Disk でれ eouc：4 が、 CMAlTUneouc:* み 

5) High Poww Saving 

バヴ■セービングの B けキードを SIS しまナ V マクマーク•イ-々巧 iijhPbw けない 

iW の表巧のとかこ«そされでいるとさじこのモードが S 巧され^十*づ pace > ♦一で* 
11?を斤いミ卞.タモードではみのよろな巧巧じよりパワーマネーソタントが巧われ 
ミ•!％ C 7 t ' l]meom:4ti>y Vl ^ Timeout :， み、 Di * Tlrneovt : l サ、 01 か ITUnecvu ! サ 

6) Customize 

巧*ク，巧 « K 巧じよるバウーセービング tB 巧します，丰*目を通巧するとホのような 
なをが巧*です， 

I ) CPUTcmeM ： 

シス f ムが-ぶ# WSB しでいないと辑 K した♦かこ、自〇巧じび U のブロブブスビー 
ドを a く卞るたわの »* でナ。この«»しでいない冉两•クミブトのち巧をここで巧うこ 
とがで>ミず，クかキーでこの>1目を避«，一<$^«»* —を押ずと片わ6、ら16か»でめ 
遵がが«まナ々で、上 T 々— ♦«!» 年一でホ a の R 拍たを々化■に#巧しで 
づ批な>♦一 t 巧ホと*巧十ることがでミミす S この we を度巧しないとミには Ahv が 
On を*巧しで<だ>い. を斤わないと i じは<£*〇を押しで<だをい ♦ 

T イドみ扶巧 I ブロ 7クの下ポクた化かでキーザードを押ずなど7クシ8ンを g こ卞 
と CPU のスピ—ドは目«的じホの**じ«谱し«ナ. 


B ィ i リの f だけでわ Jit 斤うようタプロブタム t* 巧レでいる♦をじこの IWt 巧う 
と. Mia だ•の讀出が正レ<で«夕いことゲ《り. cpixo スピードダ*るてし》い$ 
す，このよクなと S じ UCPU kMI 玄 dAhvayi かじレズご«ち< ださい， 


む VWeo Tifucon 

一巧巧«ポードからのん力をしでいないと約断した場をじ> 白®的に LCO’CRTft 
ホ闻»のじする grtrr ナ.こ々とをシ义キムめ*ホは W 文 S 子が • Wium 
g しでい S 卞讯わキーでこの巧日を;*おしづドな> キーを巧寸む夕から16巧*での 
時 M 夕が«巧が化ますので，上下カーサな動キーで乐夕の時«»«の巧«じ》»«しで 
< Sp « e >^ ♦— fe 巧ずと通巧卞ることザでをミナ..この •* を度巧しないときじは AIM が 
かを:««しまナ 
3) ひな Tim 巧が 

を 巧面ネーポー ドからのん力がないか，ハードす*イスブの度巧がなか々たとした 
4かこ H » 的に HD が》«巧を才7じずる**!でず.このと >HDD の «au オフじな々 


1^^150システムコンフイグレ—シヨン 
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i ナが » 々シスムの B 巧は*!*しでい*す。づ to •♦—でこの巧目を週れしづロロ> 
♦—を巧すと I サから W サ1での#同*巧 sra が化ミサので、上下々ーサ巧«♦—で希 
B の巧 IHK の任■じ Ml してづキーを押ずと gg ずもことがで>2す，こめ ft 
巧を巧用しないと»じは AIM , 化を遍巧し3す》 

4 )GKobil Timeout 

シス♦ムが一を畔 BK * しでいないと SBf した場をじ、目 tt 巧にシステムのみ * fl の ■ 
♦フにし tL まろた A の M で寸。このとさシステムは1>^を停化し、お示（じ〇 
torn なしな<なります C 

この«»しでいない時而リミブトめがをここで巧うことボでさます。 <T 化キ■でこ 
の*目を選巧しづ口な>♦•を巧卞とけから巧みミでのかが■巧 IIB が出*すので、上 
T カーサが•キーで♦望の巧 ■!» の巧世に#急しで <Spi«> ♦— を押ヤと麗おナみこ 
とがです。この««を度用しクいとをじは Alw ■巧かを*巧しで<ヴさいI狂をを 
斤わないとむこは <Eio を巧して< ださい， 

グロ—バル> イム7ウトじなつた♦合 、 ♦ーザードを押 
十などアブシ a ン t ちこナとシステムなグロ-バル义>ンバイじんるれ«のれ應じ«« 
しま卞， 


m 夕そリの♦だけで巧 gtff ウよろタブ〇ブクム t * 巧している場♦じこのウ 
と、 « IWg め!•出が玄レ<で>夕いことザ AW 、 ブ 0— バルスタンバイじな3 1 し 
S クことダ♦り言す • こめよク«と«じ UGioMrmoumu か巧 Ofvc レでご 
CS ください， 


か MooiUir Vldeci Activily 

パヴーセーブ»能を* R しでいると i じ、 f プリケーシ■ンプ〇グラムじよ々てはこの 


•«そ»巧したほろがより々»«じパマーたーブでみる場をが*々4卞。この巧目で 
づ pice > キー t 押し、 ♦ A 7 クボブクスに " X * 4 A 4 onitorWdeoAcihr か S 示の左 W じ巧 
れると ■ この HS 6 がをかされてい J す：ん卜でこの**は«化されでい i す。 


7) SuspeM Switch (電飄 スイクチ） 

gi « スイブ乎の H * を巧り»え*卞 W * ぇイ7♦♦巧卞こと U よ々シ A チム fc パウー 
オン •♦フさ々*か、 ♦スベンド•レジュームをダるか t * 巧し*卞*づ peco 年一で 
♦ A 7クマーブ •/• が SwpenJSWtcbS 巧の左角に巧れると，**スイブ♦はサスべ 
ンド•レジューんじクりミナ. a まを巧わむいとみじは巧しまず，ザ7♦ル 
卜度巧は♦スベンドスイブ ♦で卞 .. 


8} Suspend Controls 

シ义テムが巧巧 ■!«» しでいないと巧 K した*かじ • 白»的にシス* f 厶をザスバンド 
させるた A の条けを tt * しまず，♦スベンド!»じはシスチムの B 巧は伴とし、巧示も M 
え1十 I ホ化めグローバんスタンバイよりさらじ«資««14少な<なり*す； 

I Suspend Timeout 

» fl していない時■，クミ7卜の|»をここで巧ぅことがで»ます6 < T かキーでこの« 
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百を*巧しづ p « ct > ♦— を押ずむをホら巧をまでの巧■通巧* « ポ化まず々で、. 
♦—サ #1* ♦一で* a の巧 Mfta かは■じ#*しでづ♦—を押ナと！«卞る< 

ボでさます。この«||そな巧しないとさじは Never を*巧して<ヴさい,巧巧を巧； 

’ ’ ’ ver でナ。 

—ドの♦—スイブチを巧卞か、 gfi 
—ムレジ* —ム、モデム git 呼び曲 
• tt かこな R かもを C と L ミす。 



とが♦り、 


2) Lov 8 ati « r >5 «$peod <バブナリーぞ量 tt 下«じサ义ベンド> 

バ*7チリ呑1«呼な<なクたとミじシス>ムをど々ようじ|«»?ザもかを>巧し8卞。シ 
ス♦ムはさ S ボトなくなゥたと夕自 n 的し -tfllLECK^ をを«からオレンジじ C 化さ 
せ，ミた巧»■力を■巧卞るたわ、 cm の gfwi* を也下さザまナ。このとさ、义ピー々 
からは W み每じピブとを々^金し i 卞6乎ょプクボブクスにス> が BineyLjw の#示の 
を測に»示されでいるとさはみ ispoxJ 4ホ又べンド）じなり、♦ユブクボブクスに"で 
が無い4を UW のかかI警 S 巧ム t とな々ミ十：づ芦出>キーでがを斤い*ず • 


?^クたとさ1<そ巧>«の«娜ホ 
けのV悬 Wgo でい S ザ A •夕 


3>$eiRessmeAlami L 巧 M たおじよるレジュ—ム> 

* らかじ Og * した時規こシ又テムをレジムきすろことが巧*でず。この«がをお 
S するじ U アラ—ム時 a の#ちがぶぶです： < T * ゎ♦—でこの巧目を道巧し < SiMice > 
キ•を巧♦と Resume Hour . ゎ灿 ik Mirwic^>R J ニューザブクテ f ブじむりミ卞， R か 
wme How け#単は 、 Rcume 14|«1がょサ单化の&をを巧ぃ<卞《 <1■かキーでも》の6 
Hour 巧目に SB しおナる巧"そがで入カナるか*上 T 力ーホ冷»キーを押しで巧 
ちし、 • tfT 公り今一で RwumcMUw なじ»»し巧ィる•み • を*すでん々中るホ.上下 
々ーホ»»♦— を挥して®巧しで<だぞい。な*4ななゎじをぅでいると十*クブ#ブ 
クスじつ (• が AH / m わ wrae たホのを*じ巧れ i ナ.ザ^ブ < ルトで二の«#は巧止:され 
ていまナ> 


9) Cover Switch {LCD* 置を M じたと g の K 走） 

1〇>を»じたとミのづンピ A 一 f の ft 巧を*巧卞もことができ * 十。 LCD を W じたち R 
ft 的にサスペンドれ gU こなる！»と、 LCD を*じでもコンピ * —夕はその2まか巧を a 


ーブの* 

がと、 


LCD を*じでもコンピ * —夕はその2まか巧を a 
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ける tt* で卞。 a 常けホスペンド！おちでごな用<ヴさい • B 巧を L つづけるようじ*« 
ずることで LCD を H じで、巧がキーザード、竹度 CRT を夕 W しで wmeoolfPro を fx ク 
トブブコンビューク々よろに«うことがで>るよ々じな々ミす，この巧目で<已化かを 
押中と Cover $«ilch の&%■!!じなりミす々で、づ社>♦一で Cover swiech su が nd2 た 
は C か Ftrfwl けかか LCD の通 fe を巧い、 <Sp •な>キーで tt ちそ6うことがでを < す. 

卜は C かが fwi が!な巧)で十^ LCD を*!じる、 H ける■けに々してシスチんが 
皮化する S でか Of ►かホり*卞4 




し COfR じた重）!ご AM じ タクた ♦、 U が T ザらないク ろに LCDM^tn け Tft 巧 
された場 ♦. じでよじのムラザ H れろ«をがかけすザ，これ Utt ■で U ♦り< 
レピる< たで tf こ々ムラ《«<なり t す， 


(な了) 


Save and ExH 

の SB を*«しでを押ナと EIT のよ夕なサプイニューが表おされ i 十 >• 


B% 内巧を 

も, 

ンメ ニユー 


S をり手ウムでバ7ブアブプ$れたメモリじ£»させで貨了させろたかこは 
t 巧 L ます，シ X * ムをィモリに書ろ这んでからシス*ム3ンフイグレーシ3 
I 一 t 終了しミすを**个る♦かこは<£«〇♦巧して< ださい， 


2) Save and Reboot 

この項肖を遺巧しで<£««>を巧ナとは下巧ょぅなホブィニターが«示され4ャ, 



K £ を霸«ず 
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システムコンフイグレーシ 3 ンをスタートさだる 


3) Eiit (No Save ) 

この巧目そ*おしで <H«eT> を押ずとな下のようなサブィニ4一が寒示されます ♦ 

Press ^K>to Exit the SCU. The corrent settings will not be saved!!! 

1!：¢巧夕をけ♦ウム <it でバ 7 クアブプ$れたィモリじだ值させをいで兵了さザるた A 
じ:巧し J 卞，シスチムをィモリじ書»を*ずシスチム3ンブ< グレ—シ9 
ンイニューを#了し S 卞，*更を誦«する♦みにはを#しでください， 


4) DtfaulU (デフ ♦ル トサブイ ニュー》 

この リ I 目を 3* おしでを 押す と、シスチム3ンフイブレーシ3ンのザフ*ルト信 
をなまずることがでをミヤ， みた 否 項0 のぞ U は T のとお 0 でヤ， 


Sttndml 

ザ 7 ♦み卜巧 e* 


Dttr MdTimc 

Hocf$C€i 

グフ♦ん卜过 A りミホん 

FuiBoM 

N0Cf»tBM 

ィモジー^ストを寫巧し«ホ 

Boot Dr^iot 

OrIveA 

70 y ピ—ホち 最 gK ア—卜 

VHkoiekc! 

LCD 

LCD じの Aft ホ 

Ptuwonl 

Ooabka 

なし 

Ccmfiput SCV 

Oe^s Colon 


♦ 

Cnmpteag Menuf 


















































Power 


M 

一かか livrSivlBp 

QmMc 

1 バローちーブ t 巧み 

BmtfyOth 

Onbied 

1 

Lem Rower な vta. 

DinMr ! 

1 

1 


DwMe 

• 

Hifkf*o»tf S*viR| 

& •Wf 


Cuflooaxe 

No effect 

デフ ♦A 卜は ♦り S ♦ふ 

SuHMi4S«rilrti 

DiabM 


Suipcatf CohppU 

— 

で imui が 

♦ 

- 

A\wm RewmrDinMnl 

♦ 

— 


CbvcrSwtiEli 

aatpfd 

廿スペンド♦巧う 


5) Restore Settings (リストアサブイニュー》 

この項目を選巧しで<&«がを押中と，システム3ン7ィグレーシ>ンのデ7*ルト« 
をリストァし《卞* 


6) Version Info (パ—ジ3ン谓雜！ 

この巧日を*がして<£«のを押ずと、8の5のバージ9ン»び巧«扫れザ|1示夕れま 


















FI 佩 i hin A - l.Wffl 
Hud biviC ■巧 2 巧 
S«nal Foitl:COU, 3 巧， I 放 4 
れ Ml W Pott s wi,A 化巧 g 



515 555 !r ぶ ； K iU . Itouse tatton »a 
( Esc ) isy び 1 t\ami utiw . 


巧 S のを定めが说ゲー s となゥて■面に « 示されていますそれぞれのザブイニューはブ 
ルダウンかこ哀ホされ i ナ. 

これらか♦ブイニ JI ■-はなわキーを巧した後、をもの々ーサ巧 B ♦—じより、それぞれ 
がヤることがでさまず•： したい廟 B のサプメニューじ#齡し、今«は上 T の々- ♦ 
がれ♦一を巧ずことじよゥで、それぞれのサブパニク—の中のを g 目を g 巧しま♦， 

この♦ブイニ A 一じは AVF のをを巧白が♦りまず，なち巧容わ巧*を斤う上 T 々■サ 
♦一を押しでお S 巧巧目に泛だ々ーソルをな*さザ、 < Emer > をクイプ L ま卞 . 


1 )Enable Power Saving 

バヴー々ービング々巧々，»巧を K ま L ミ卞 W ホ&ツクマーク•イ"がおか k わ W 
StviM の*ホのち®じ5巧*れでいるとさじこの機度が巧巧でナ。<$!««け♦一でな 
巧、 *« が*巧でさまヤ4デブ*ん卜巧ミでは•巧ザで卞， 


パワーマネージメントメニューをスタートさせる 


パワーマ本ージイントメニ A — プログラム a イ々リの中じ常®しでいま卞。これをスダ- 
卜き# るには、 < Fn >+<£ ic>t 巧 L ます • バ7—マ本ージイントメニュー！巧ィィニ a —) 
がは T のぶうに巧れミナ, 

このメニ A — は一*上々行じみされるようなをザプメニ A 一にその目的じ巧じで巧れてい 

け， 


くド iniwiir:ri(f … ii’r •"• 巧み： 




^^15章システムミフイブレ—シヨン 


2) Ban が y Only 

バ7テリパブクを度«していると > の A 、 パ7 —セーブ機巧が巧巧;こなり S す。ナ玉ブ 
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クマーブ"/がた化な化^の♦示の左侧じちホされでいると M ここの««が巧巧で 
ナ W <spi«> 年一でな巧、麵巧が a 巧でさま十， 


3) Low Pow#f Saving 

バ7ーセ•ビングの 動れ そ— ドをします • 手とブクブ•ク•イ • 々tLwiws か • 
かの表示のど測に*ホされていちと J にこ巧モードが遣巧されま卞，<な •€?> ♦—で a 
巧を斤いミす • 本モ ーK ではホのような巧两 Sg じよりパ*?—マ本ージ イン トが巧われ 
ミ卞， CPU Tm なが 【6巧、Vホ oTItn が 成化疗，ひ过;で moutrlA み、 GlotelTimccw 16み 


4) Med 山 m Powtr Savin 。 

バワーセービング巧 A けそ—ドを R 巧しミず， ♦* ブクプ—ク "/* が wwmPwtr 
な川!*々寒示の左側に表す;？れていると i じこ々そードが*#?され t 十， 

<Spa け>年一で*1?♦巧い S す.本モードでけ♦のよろな！! fMR 巧じよりパワーマ 
丰ージ < ントがけわれ*す， CPUTlmeou けか. Video で mcout ィホ、 DUkTw«ouL4 か、 


5) High Powtr Saving 

パ7ーセーピングの»作モード tE ミし i 卞。午* 7クマーク•ィ"ゲ》か PwmSw . 
かの«ホめお■じ巧示5れでいもときじこかを—ドが«?されま卞， < Sp « ce > キーで通 
巧を斤い t す：本々—ドでは:々ような ABE 巧じよ々パローマネージメントが巧われ 
:卞* CFUTlmeont ： 成 • VideoTlm » ui:l み、 DokTUnraj た1々> OloUTbneautl # 


5) Customize 

を意の巧«»巧じよ*パブーも-ピングをな這し2ヤ，丰«目を遣巧するとホのような 
ををがげ度で卞ぃ 
り CPU Timeout : 

本义り•下*シス♦ムが一ち «■«!! しでいないと判 If した場合に，自»的に CPU のク 
〇クク义ピード ta く卞 * た!*)の UK です.この稼 B しでいない巧霉リミブトの BHE を 
二こで巧ろことがで>3ナ。 <T かキ■でこの項目 tS 巧しづ口な>年一を押个と4#か 
ら IA み t での遺が ilH がかまずので， i ド々ーサ#»今••ク fta の#)■たちの ttH じ» 
»しでづ口巧>キーを押卡と遂巧千ることがで？*卞，この用しをいと*じけ 
AJvr# 口かを*がしで < ださい： a 巧を斤わないとミには <E«o を押しで < ださい， 
アイドル找 S (クロブブのてがゥた武麵）で年ーポードを巧ずなど T クシさンをおこナ 
と CPU の A ピードな fitt 的に巧の**じな♦しまナ， 


B ィモリの♦だけ* PItgt 斤うよクタプ〇ブクム fUft している塌忿じこめ u * そ巧ク 
と. •!« ■の♦•田ヴ正レ< で♦ないことザ A り、 CPU のスビ■ドザスるて 1 »»い» 
t . このよクなと 9 じ U びし t ご使用 < Cg い • 


2) Video Tlmeosi 

•巧時 M 年ーボードから々)^々そしでいないと钓断した場かこ、 fltt 的に LCDCTT 表 
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巧凹 JS のをオブじ卞る變 g でナ . このとをシステムめ表ホは«えまずが， M 巧け« 
«しでい*1% <T か争一でこの巧白を適おしづ (aco 年一を巧ヤとIみから1がまで々 
巧賴邀お面*がお*ナので、上下ヵーサな16♦— で ft* 々巧 M 巧夕のは B じ«»しで 
づ口な>ネーを押ナと3»?サ々ことザでさ*卞この •« を«巧しないとさじ UAIw 口 
On を夕巧しま卞， 

3) Dxk TIrkoui 

一ま玲 M 年ーポードから々人カポないか、八ードデ/义クの巧巧がなホゥたと巧巧した 
場をじ目 ft 的に HDMU をホフに卞る tUI でナ。このとき HDD の<かぶオブじなり 
ミザが tt のシス♦ムの*巧は mu しでいミナ •• ぐ hb> ♦—でこの巧目を wa<sptco 
♦— を巧すと1みから16を*での玲»盧巧の11が出ミずので> 上 T 々ーサ巧»ネーでホ 
望の巧■がのな*にな»しでづ ptc な♦，を押ナと«巧ナることがでち S ヤ。この機 
S を巧用しないとさじは Always On を Sfas ナ， 

4) Global で历 eoQl 

シ义テムが‘ •巧時* IUB していないと巧 Sf した♦をに、白 B 巧にシスチムのを«為の* 
度を^ブじしでし*うたわの»||でナ：このとさシスチムな»かそ»とし、交示 （LCD 
と CRT 1 はしな < なります， 

この»«していない巧两リミプト々芭送をここでけうこと々【でをミ卞， 

♦-でこの巧 n を*おしづ p««> キーを押十とIかからはみさでの時眞 * 巧面巧々 W まャ 
ので、と下々ーサ»»キーで ♦*! の RBS 巧のな世:こ Wft しで dpMo キーを押♦と ig 
巧卞ることができまナ e この««をた巧しないとさじは AlWS かを*巧して < ださ 
い，な巧を ft わないとさには<£«>を巧しで < ださい《 

グローパみクイムアウトじを々む場を（は下グローバん义>ンバィ>、♦—ポードを巧 
卞などアブシ《ンをおこナとシス♦ムはグ〇ーパムス♦ンバイじ人るな K のれ B じ a 婿 
LS 卞： 


む M 加" r Video Activity 

パワ■わーブ M を巧巧しでいろとさじ*アブリゲーシ a ンブロブラムじよゥズはこ々 
SMI を反をしたはろがより«ホのじバマーたーブでミる*をがも hi 卞。この* H で 
dpoco キーを巧し • 乎 * プクポクブスじつ ("々 Alonitor Vi わ oAahity 交夕巧と tt じ巧 
れると、こめ後*がをかされでいまずテ7♦ルトでこむ*巧け#] h されでいミす.， 

6) Suspend Switch ( VS スイッチ》 

<||!义イッチの8«|を巧り巧丈*す：«»スイブ♦を押 T ことじよ々シスネムをパヴー 
♦ン•♦ブさ才るか、ホスペンド•レジューム？ザるかを*がし J す：づ PK かキーで 
チ i ブクマーク•ィ—が SmpeftdSwiich ♦ネのを«じ巧れると • スイ7乎はか又べ 

ンド•レジ*—ム»»じなりミオ： を巧わないとさには<£«>を巧しミ寸 . ザつ♦も 


タモリのホだけで|+1奮巧うようなかクラム«»巧レでいみ導かここの||*そ巧夕 
と、 gIMWI の補出が正し<で6夕いことヴ A り.ブ〇ーバ A スタンバイじタクて L 
家うことダ4り>卞《こ々ようをと S じ UGioMTirr*oullttAAMy»<» じレ T ご 
«瑪< だ夕い， 


ー マネージメントメニ ユーをスター トごだる 


5»システム n ンフイ 
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♦义ペンドスイブ乎でナ 6 


7) Su$per>d Controls 

シスチムが一をしでいないと fl* した♦々じ、自#巧にシス于^ム t ♦又ペン K 
さ々るた々々♦なを*巧し*ず，々スベンド巧にはシス干ムの n 巧は伴化し、ホポ 
え*ず，1»化のプローバルスグンバィよ々さらじ«»«*はかな<なウ*ナ。 

り Suspend TlmeM ; 

しでいない玲«リミ7卜のな巧をここで巧うことがでを S す， < T か年一でこの巧 
目を»巧し< Sp •¢ o 年•を^ f ナりをかち60み S での巧爾*巧 Bi 巧が化^すので、上下 
カーサ# B キーで ASI 巧ホ BBhe のな■じ»わしでづ pi «> キーを押すと®，!すること 
ザでろまずこの度冉しないと*じ aNew を遣がしでく巧さ VV , Big を巧わな 
い時には<&〇を押して < ださい，デブ#4^卜 USevw でナ。 

サ义べ> ドが#からの «♦ 【レジュ—ム）は夺ーポードの♦ースイ7爭を押ずか.«« 
スイブチ frff ホかじより巧うことがで >* す （ T ヴームレジ A — ム、そデム爾ち#ヴ出 
しレジ A — ム tBS により巧*でず》，レジ A — ム»かこは H か < r &* i し i ナ， 


B 夕♦りの中だけで Wit 斤うようクプロブタム t « 巧レ f いる•♦に.この Ittt 巧 
夕と，巧■の♦田ゲ正し < f « ft いことダ♦り.マスベンド tt ■じクゥでレ>う 
ことゲ♦り》す，このよウ4と6になみ uptfldTimMudtt な N かがじレでこ度ち< 
がい, 


2 ) いわ化 。 SuspnJ (バ 7 チリー巧量技ド醉じサ X ペン門 

パブテリ吞»がみな<な々たとさじシステムをどの i ろじ•巧さザもホを S 巧しミず， シ 
ステム dV ホ 巧紐がかな < なったと秦曰 M 巧に を tflM •らオレンジじ t 化 9 
せ ， i た巧そ節わす*た A 、 〇?1：の»^3«そせ下させ》ず。このと i - 义ビー々 
ホらは!6か巧にピ7とホが巧左します，，ナ17ブボ7クスに" X — 4巧の CTytwr ^ ♦示の 
4；側に表ぶされでいるとさ liSwpcM (ザスペンド）じな々*手ょブクボブクスに ‘ X * 
が* い ♦か iW,mOiiJy ;警 ちのみ）となり*卞； <5|1 *»キー で*巧を斤ぃ*す1， 


a— バ 7>V 巧■でサスペンドじ乂クたと SU その >>巧•かろレジ A ■ム6 クいで < ださい • 
システム(こ U レジ a ■ムるた•パ々 snug うでい S ザん,ブブ ♦(« 着してかる、レ 
ジ A — ムさザで < ださい, 


3)Sci Rcsunic Alarm •時巧かぶじよるレジューム） 

A らかじ A をました巧巧じシステムをレジュームさ#ることが巧十。この A 巧を度 
巧すもじはアラーも RI (のな巧が狂*で十. <T か>♦一でこの項 ntg 巧し<み《11；〇 
♦ 一 t* 押ナと Resume How* RcwmcMhuK のイニ3—ポアクサイブじなりまず Re- 
Hour は巧>な、 Rewme Ml 刖たみ•なの投ぶをけい f 卞。 <T ■わキーで Resume 
HcwfllU じ «ft し»|十る•巧 • を8»でん々するか，と下々ーホ#1»キー»巧^で度 
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ろじわい 7 ご使ちください.巧 B-u ダ上で r た場を巧 an ■ザ！•餐 
レ，ドヴ8< なることダ4り$す，このぶクなと«になシステ 
ム t マ7して**ザ t 下す ♦> でご S« じ夕らないで<巧夕い • 


LCOf ■じらご ttfl じ9クた 1 K ゲ下ダらないうろに LCDIHIfn けて S 馬 
ミれた塌ホ，しな)上に if* 々ムをが ■ れる場をダ♦りザ.これけ M でな♦リミ 
々ん . しゴら<たでなこの么ブ UA くなり S す， 


■Exit ( HI ) 


1 )Save and Exit 

この* a を*巧しで <&«ef> を押卞と WT のようなサブイニユーがさ示されミず， 


沒ち rt さをり♦々ム g* で パプ ク T ゾブ5れたィ々リじ fig させて# i ■させるたかこな 
<Em«r> を押します • シ文テムそイモリじ書さるんでホらシスタム3ンブイグレーシ9 
ンメニューそ終 f しさ ♦ *更を •« 卞る場をじはしで< ださい， 

2) Exit (No Savt) 

この項目を遞巧しで <Emet> を巧卞 i は T のよろなサブメニューがち示きれミサ ♦ 


to CMOS RAM 


巧し夕か今一で RewTwMiMc じな B し it 巧ナろ•ホを ST でん々卞るか•上 T 
々ーサな動ネーそ押しで ga しで< だ*い。 fi ちが EmWc じな々でいると ♦* ブクボブ 
クスじス"が AluwRewmeS をの左■じ«れ«ナ a f フ♦ルトでこの •* は»止され 
てい it 卞4 


8) Cov^r Switch (LCOM 置を M じたとさの fiS) 

LCD を Bt たときの a ンピ *— クの•なをが、ずることがでをミサ， LCD を!!!じたら目 
か扣じ♦スベンド扶蠢じなる拉まと、 LCD を B じでも3ンビュータはその**#巧を紙 
ける巧巧です.通常はサスペンドを巧でごな用<ださい，•巧をしつづける t ろに»な 
ナもことで LCD を!*!じで、外な辛ーボード、か* ICKT を巧«しで Wn 包が tPro をデスク 
トブプ3ンピ A — ♦のように ff うことがでさるよろじなり t ナ,この a 貝で <Em«> を 
押すと Cow か川 dJ のなを田 B じなり：卞ので • <T かキーで Cow*wjicli wspcnd ミた 
switch bUftkLCD の*巧を巧い、づ|1«>キーでな8を巧ぅ二とザで^*ナ〇 
卜は Cdver swiich か巧 end でず* 


一をスタートごだる 


パ9ーマネージメン 


撃システム n ンフイグレ—シヨン 
































サウンド儀能を使う • 



♦この寒では 
•サウンド禱巧の gas 
- WWDOWS でのヴ ウンド g 巧 巧 巧 
-DOS でのヴ クンド •巧 
- ヴ ウンド の再 インストール 



ソ■テブク W わみ DOk 户のコンビュータ々ウンド«11|を巧喊 
してわり、この* m< 利巧レて«声の B り这々々再も畐《なと （ 
斤うことザで《»ず。 


サウンド巧能 


WnBoc * みがこ aw ピ7卜义テレオサウンドを♦ポートナも ♦« がされでいまず•こ 
の MU ! じより、巧!！したを««巧みるいはマイブから«芦を録音し、曙んあさせるこ 
とゲでろ4ず， 


■巧穀スビーカ 


巧*スピー々はモノヴんのみの IMt IL 午午来ん）です P i の义ピー々からは UT の5« 
«の»(め ♦* から»をサウンド《キサ»»じてを*化力卞ることがです。 


裔の巧を « 

M 

PC 义ピ—々 

t ♦ の：！ンビ A—f についてい 4 い bA ♦• ピーブがそ»左す 

ろがでず * 

fOCU 巧••ド 

PCMCIA 々ードから A 生ずもでず，ただし， PCMCIA で If 
の A 生ザ可峨な々ード t ♦♦ し、通 Wtt そ夕れている場 ♦ じ！！ 
り * ず • 1 々ザム々ードクど） 

デジクムサウ > ド 

16 ビブト DA3 ンバ —f したホ々ンド BII から々スナレオ 

R 生リ卞 M シンセサイザ gg 。 

ブイク人力 

マイブ人力じ »« されたマイクからの奋 f です、 

UN&IN ん力 

UNEIN 痛子 ■ 予に ^MI された貧 «i» ホ ^ の »^••t^ で • 


それクれの♦マネルはミ年々聞良*ち A しでを量が « B され、 》■» を: i じて A ビー々;こ 
»«されでいミず> ミ7クス5れたを>けづ》^巧>とづじで#曼 US 十るこ 
とザで»*ナけ章をこ«くヴさい> 

■パがスビー々靖子 

ステレオれ度スピーカをこの扇了 •じ g •十れげ*スチレォホサンド tW % することがでさ 
ミ寸，か々されも♦ウンドけ tE の巧»スピーカの RM と闲じでナ f 


■マイク义力巧子 

♦ ノブルのマイクそこの»子に**才れば，マイクからゎを1*»*^3ンピ4—>1こ巧々込む 
ことができ*す。 

■UNE INM 子 


〇〇ブレーャなどの#看(|巧のじ^01111|^化力をこ々»+じ»«卞れば* ^春後巧の» 
1»なとを3ンビ4一 f じ R 々みむことが巧«です， 
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Windows でのサウンド巧能 


ハードデ,スクじけ Windw の下で各 a サウンド •« を好巧するた A のい<クホのブ〇グ 
ラムがナでに»«をれでいミナ，このプログラム巧しでいろいろなサ々ンド * Wit 
«しむことポでき i ナ， 



UIT のぶろな T プリケーシ3ン4巧«されでい i ナ： Window でめホ*の ■« はシ义テム 
7 T ンクシ■ン♦一 け章年ーポードの R 巧をわ巧み下さい,）の巧わ9じ UT のアプリ 
ケーシ》ン々中のボリ A — ム a ント a — * を巧巧しで< ださい • 

. 巧を中の#■とス♦レ♦バクンスを na 十る.ボリュームコントローみ 
•»?»そ»々、巧巧し77イルじ£*ずるオーザイオレ3—グ， WAV , AUD 7* ーマブ 
卜の 7 r イんを#ホ卞る*能もみ々1ナ 

• をろ»ソ—スの a 々巧のそ»、バクンスを ■« ナもレコーデインブコント 0 — ル 

•» を#のみを声ソースのを量、バクンスを « fi ヤるミキサ 

-よ々 ft 巧*の a 々を巧巧じするエクスチンデブドレ3—グ 

-を«才ーデ<オブすイんをでミる才ーデイオクリ V プうイブタリ 

.わいベ々が 

•わし*ベ々巧れ 

• s « を巧げもチ午イム 

• 2々の»^アクームの〇いた矛ーゲイ十リブイング 
-お L 々ベ々スト7ブウ♦ブ ♦ 

• A 0 巧拍を ft げるおし f ベりタイマ— 



6— ヴゥンド||1^を0かラ 
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DOS でのサウンド巧能 




この巧*;こはシステムホら巧 « したバ 7 ク T ブブグィスケブトがを g でず。シス♦ム々巧 
巧ヤるバブクアヴブ巧巧*を斤クで•♦—ディネアプリケーシ3ンディスク1、2> をれ巧 
して<ださい • 

バプク7プブ揉巧 i こよりななされた•♦—ディ♦アプリケーシ4ン f ィスブ> ゥで tt 
♦じ WiftijowiJI の♦ウン K K 9 イバとアプリケーシ9ンをへードタィスクじ巧定インス 
►♦ル♦ることがでさまず， 

■ SETUP ブログラムをスタートミせる 

HDD に间もサウンドドライバザインストールミれてい夕いと8 

1 . WinJet を X ♦ー トさザま卞 •• 

2•プログクムマネージザの<アイ3ンザ）><ファイ*をを巧さして*巧ホ I >を 
* 巧しミず： 

3, •♦-ディオアプリケ•シ S ン尸 < スブ I — ちフ〇ツピーディスクドクイブにセブト 
L そナ . 实巧ダィア〇グポブクスにて A : SETUP とブイプし、 0 K ボザンをブリブクしま 
卞 .• ずると*巧の ApdwDnw 巧インストール A •面じなりミナ I ， 

すでにインストール演みのサウンドドライバ，アブリケーシ3ンを S 更ず 
る、の侵用においてはこのを用いて&定の S 更そ巧うお■はみリ 
* せん 

h さ々、 AW ゎ Aw ^•¢*^ iws ブログブム A ーブを*けで<巧ミい* 

2 . Setup アイコシをグプルクリブクしでくヴさい-ミたはこのアイ3ンを*巧しブ< 
む ttf > を if しで < ださい， 

室 

■巧の AudioOnvc をブトアププち^が巧れ * i 


の M で U 


サウンド巧能の再インストール 


6 B ヴゥンドな能を0かラ 
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iioDriw ドライバとアプリケーシ g ンのインストール 

こ巧卞のが +— デイ fT プリケーシ S ンおブトアブプ BB でナ。 



化お W 化! お 》! J 


そ f をクリブクずれゴ巧♦♦や ihL て WkKk 



B で U •—めボ>ンを押寸と♦ウンドドク 





-みを*巧しで K 9 イバをし、 WwHtow * を » T しで»«ス 
たット*7^ブブをスクートさ々でください），. 2«白のボクンは 
をイン义卜 — A し1す. 3 B 目のポ f ンで at 在インストールさ 



皆 WiwJoms から « fc ナることザで 








ヴウンドな庵の泻インストール 


巧 W なと •» がおいかざりこの白«巧にポート•か度巧を巧してドライバのイン义卜一もを 
斤って<ださい。この百 B 技巧を巧うこと々システムのが*じ*わザむ DMA 乎午来ん、 

I •てヤ来ん、 IR が定じでイン又トーんを巧うことができ <十， 

自々でボードの拓をを j 8 巧ナると W 下のような■西が R れミずザ，システムでは泣巧を* 

一.-•.一- — -- はでみません， *4 えでこの■面を ii おしてし 

タンを巧しズこの■■から t とじ B 々で 



•一を押ずか， 


<♦ンけな) 


分で*'*卜> の梅な< が 


enn 


とは T の BB 々巧れ、 


それではそれぞれめポ 


•• 031 卜 I くが 


♦ a す々！•け*、；かが*タンかろ通んでくだ8い ♦ 

卜 f •ィむ•うけ•うけ'•にむれ4 

し、禱巧し<す《 

ブ卜占ずるか、«这®るモ 

のそ EK し*す， 

トタ'4む•うイつ•の卜*ろけ•、そ》巧んかちな 

ytt さます* 

k ゥけ々 V 7•的*化夕》7します • 


サウンド巧が巧つかラ 
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ヴウンド « Mg の再インストール 


t 々け 4) •はむ下が •< けトリ•に l-VvJ 巧•巧•み)そ 
イン U •♦し*す. 

をレ遍う K ィレク W •にインむ4する*そは、 r'<W トトる 
«义力して下さい* 

1巧？•イ WW ぺ 


OK(0) 


fOH ( C ) 


指をしたデ/レクトリザ S だ#€しでいない場台な、 SETW プロブラムが目 B 货じグイレ 
ブトリをけ«し《ナ& 

サウンド： r プリケーシ3ンプログサムがたけ r からシス♦ム上に存巧している♦を，化下の 
ような«面が巧れミず， 


巧* r ィレクけ、に3、す•ィ I 卜 • VO * 巧卜た7め/!*づ •■> ホ 
A クけました ♦ 

もし、两/ン》卜-1をしくけ* R する地を. r 巧 aj 
♦> わそ遽んで下ぞい • 

、パパジ SR しく 01卜 I ずる《を1んけ•イレウけ•め交 
ででさ 


夏 J ♦•わそ a ん 


い, 


its く；） 


r んかいの夏1(が 


その他めデイレクトリじこれらのフ T イん t 宿 g したい♦みは、デイレクトリ々 Sfi を* 
#«しで<だきい-««を a ■ちずるとホの自由!々巧れます。 


® むたホ ♦« する〇む- W ウン**んで下さい • 


T ベで《/ンむ ’Kp 


さザ巧!こインむ- 1(9) 


わ刈け〉 


ずべての J ， f < ィむ，^ク•と口••パ•夕■ン 

面卜師•の".] 

a んだ口 •バ••: U ン巧ブ S イン1卜*しま 

ず • 

けつ）•めがパン•に R y ミブ, 



6巧ヴウンド概化をつか弓 


91 















K« ^HJ ^1 f< aT , ^1 ^k \ ‘ A j e ^T ^^11 





6 か «u インストー ♦t* 巧ナもと、は下の® « 々巧 I れ主ナ i 



L で餐巧したいを T プリケーシ 
けで< ださい。これらの y プリ 
レクトリの**を選がしで希 S 
れけ«巧した♦ウンドアブリう 
じ下の* a がでて > たら，-才 
卜しで 0K をクリヴクしで<だ 


rSCv I 

r;TL>>: 



















ヴウンド<*能の再インストール 



は上でサウンドドライバとアプリケ 


A ダを了しミず 












オプションデバイスを装着する • 



•このミでは 
•在が MM モジ。ール 
-がぶキーポード•巧/さマウス 
-ザ 巧 C 只巧二夕 

•PCMCW 々 —F 



この■でけ上 I が)オプシ a ンデバイスの•■方るじついて Wfi レて 


巧巧 RAM モジュール 


Wh0oo<rPro：3 ンピユ—クけか化のシ义チムメ♦リが3ンビ A— ク々マサーポー K 上に* 
着され、出•されでい i す f このはかじ 4MB の RAM 々ードな S たは、 SMB の RAM 
々ードを2な， J6MB の RAM 々ードを!!*で>、 g 太 40MB のメモリ皆»ることがでさ 
け， 

■狂 ttRAM モジュールを«着する 


JKIk aam モジュールをな着ずろ«じかザ3ンピブじレでください.«たサスペンドレジューム 
IK じ»つていてないけミザん • じで«»スイ7♦の ttut ♦ン•ザフじ Itt し、シス ♦ 

ムの■源♦オブに i ^ t < だ«ぃ> 


WMocUrP 巧 Ptntojm そデル■用れ f モソモジユール€«巧«<ださい，她モデ>>のモジ4一ん> 
%/if 行>すろと正しい!^ヴホ>章ザん， 


翁れの WindooK シリ>ス||め夕 i リ S ジ a — ル UWWSooK PwT は C 巧することが度>>ザん ■ 



巧* RAM モジュール t ♦着ずるには 
J ) 狂; » RAM エリアのムた t みけナ。 

2パジュー At 巧が*<1巧ザ〇貧着し t ナ, 
3) fi » RAM ブリアの A た tW わまず. 


化ホ RAM モシ A — もの巧着 ft ♦巧のパ7— オン t 巧ッたとみにな，シスすムが UB に E 
«していた RAM の巧謙と*巧の巧量が量しないた A . ■面にェヴーメッたーシ•が巧示 
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お巧 RAM モジュール 


されます*この場々は、 < Clrtw ^ Ato " KS > を巧してシス♦ム3ン7イグレーシ3ンプログ 
ラムを巧び出してください*シ A テムけ自•巧し•巧をの RANTS 驚ん达んた定♦斤 
いまナので、ここで EXIT 、 SAVEANDREBOOT を通んでその»しい! UMIHtB 巧を E « 
さザ*ナ>,#しい巧呑は 5* の&明をお H みください， 


^ がお£なか〜そジユ—ル《他のブィズのか114そジ4—乂と巧じ遍>す6遷をけみす 
が AM モジ A — 上じしで fMI レで<ださい*下じ^■した正しい /t 
モじ Vfttfll ることがで«な<9りをだし巧 t め 4 MBIUIMM モジユ■ル€11 
■する感ろじ U この醒リでな♦り >ザみ， 







が部キーボード 


VV み Soolr み〇3ンビュークけ♦—ボード用のコ丰タクを*しでい*卞, PS /2 用の 
年ーボー ド* ■を»«しで««卞ること4巧さ1ナ I t た、か* ♦— #•ドしでい 
でも巧»キー #— ドは间1|じ«用ナることがで**ナ, 

■外®年ーボードを《«する 


C の ft じ•む n じ3ンビ A — 夕〇スペンシド•レジュームかろ UK し、«涯€巧ゥて<だ6い, 


3ンビュ—♦の IT ■のを麵じみるか*年ーポード3本クタに.け度♦一がードのケープん 
を*し运 Ai ナ。 

コンピユークの t * を♦ンじしたとさじ外*キ—ボードは宜 A 的にコンビ* »— f じ B »$ 
れ*ナ, 

このか «♦—!!<— ド3 ♦•クタに巧巧々の年ーポード•▼ウス««7グブを««ずると、 
psa ブサスと PSO れ K キーボード«*肉巧じ*«することがで»るよろじなり*ナ1. 


田 


a >© M け g の♦一辛ード•マウス JM アダプタ奮れ g いじなる n 舍じな、今ーポ-ド 
とマウスのゲ g じな♦た♦、■ドの 表ホ*こ U ▼ウス f ▼ウスのじ 
口 ♦*<— ド ♦»« しで <ピ♦い • ：巧 II け«グ遍うた A ) 


■が巧 PS/ 2 マウスを樓巧ずる 

コンビュー > AIM のた■じ♦る、れ«♦—ポード3♦ククじ巧度キーボー y のれわりに 
ブイク〇ソフトの2マウス^*«して*巧することがで4主ナ, 

3ンビ*一♦の ■* を♦ンしたとをじマイクロソブト PM マ々义な自 B 的じコンビュータ 
し •巧鑛 されまず， 


m 


w マウス ti » このが-卜し ’ifii した •«. M スぞイツクザインタな aim じ 9 
Itf れ，«えな< なけ家た 外 雜♦一 芋 一 K •▼ウスでダプタレて PM マ 
ウタした J •奮け.巧■ステ< 7ク4¢インタと W マウス tW # に H 巧す♦こと 
ゲで «* す e 









外部 CRT モニタ 


がの氏が cP の： r ンピュー♦の LCDBB 表ホヴけでな<、 H « VGA ミたはマみ ♦«« 技巧に 
め CRT をナることじより、 CRT じおいても*ホを斤うことがでミミ卞， 

WnBoc * Pro 3> ビょークじを||、 ft 示でさる巧 TUVGA が巧の CRT および> VGA 好皮 
のマんチ* a * fKRrr ^。 CRT のタイプじより Wift れけで定示す巧なド7卜なが*化し S 
十，きらに»しい巧ぞじウいては AFfESDIXB のユーテい J テイの*白をお巧 A くださ 


ICRT モニタを»巧ずる 




CRT さたは BOTH の場をは， 

巧をか•づ卞 > LCDS ちじな-- 
LCD さた;ま BOTH の度巧じしでください，#しい a ちわ方を;む掌をお KA < ださい， 

み一 < FI > 今一を押ナことじより，•巧巧に*巧を LCWA 、 CRT の A、LCO CRT 1 巧巧 
じ切々 tf 支ることがで>ます，»し< は》幸をわ R み<だ»い U 


オプションデけイス巧装着ずる 
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にカード （ PCMCIA カー 


■はじ A に 

モム々 ■ ドなどはその41||!*で8；るようになゥでい！十が， SRAM 々ードや ATA カー 
卜•は化«が度では度巧でをないようじなゥでいミ卞 e これは SRAM 々ードや ATA 々一 K を 
«わないわ客橡のた A じメモリをで g もだけ広く«なするというホえ々I こいでいるた 
A で卞， 

PCMCIA 々ード fe ご<«用になる方は CWHG. かぶの巧客を玉尹イ*を« ゥ て**ナる必 
資がみりまネ> 

»しい CONFIG. SYS の* Wt じついては丰かの HDD じ♦き這まれでいる README. TXT を 
お«み< ヴさい。 

■ PCMCIA じついて 

PCMCIA け構哥巧バソ3ンなどに»霸しで««十るに々一 K をみ■巧で Aa に«巧でさる 
よろじ«々もれた 1C ホードの*!»で十.この A かこ*«した;*々リ、ハードザイスク，そ 
，ん、 しが々ードなど ♦< 々々ードが ■«$ れでい J 十， PCMCIA 々ードじけい<つかの 
If A じ巧じで植«がみれでいまナ， 

WV>&»fcか03ンビユータじliPCMaAクイプlまたはタイブ2を2ttiで^¢*でを^ナ. 
巧い、ダイブ3の々ードの場を U 下■の义ロブトに -tt だけ»着で十， 

WirtBookPro コンビ A— 夕じは PCMCIA 々ードを巧 W して、巧巧卞るた A のコント〇■ラ 
HK と、上£の々ードを*着ずるた A のス〇7卜 Ha がわり t 卞， 



■ PCMCIA カードの g 着 

がが ook Pro コンビ*—♦じは • システムの IMt やでん PCMCIA 々—ドを««十ろことが 
でをミす*たソフトサェァドタィバが自||巧じそ々々ードそ12»し> 貧着のな戊かもそ 
の目的じをじで巧«することが巧瞻で十， 



PCMCIA 々ードの «* のしかた a， 次のとがりです， 





にカード 【PCMCIA 力ード) 



ぉ巧してぃると嗚ゥ4々ん）4 

この«は*常どおり々ードを ttW ずることがで#ミ卞ぃ 


■ PCMCIA カードの B り外し 








シス♦ムが mb 中、 1 C 々ードそプログクムがた巧やでなけれ I か*つでんに々ードを取 
もことザ W * で十。々ード ttts 记ると、シス♦ムホらピ■プさが JH •々々ードがシ义 
♦ムからなさ®られたことをなら々 i す（このビープ♦はシスチム3ンブ<グレーシ B ン 
<二4一にて PCSpc かげを♦ブじしでいると 4々 t せん）, 

■ソフトウェアドブイバインスト—ル 

PCMCIA 々ードを正しくご利再になるた々じは，正し< 力ードをサボートするた々のブロ 
グクム•がされてい々 <ではな々ミ甘ん e APPENDIXB をお BA <ださい， 

PCMCIA 力ードソ7卜そネ g じインストールするた々巧ソフトサとアがホ»されていま 
ナ*シ义テムから巧たでミるリフrレンスデ<义クピち夕なソフトヴェ7が用*されてい 
i ナ，巧しい tt 巧 S びな巧巧をじついては APPENDIXB ューテイりティの巧目をわ巧 A< 
ださい： 


H POSICIA カード tt. •■じ Jt り IW レ C いものも*リ«す，こめた々、 PCMCIA 力一 
ド>ご■入されろ婦^け.#1*>»へ片巧しでぃ4か«ご1|«夕れ>こと1ゎすす® 
いたレ》す， 
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m かな？と是 I つたら • 


8 


•この寒では 
• h ラブルとその巧策 



ソー そブクがの ewp 巧 a ンピ ユータ 1ご«用中じ rswi ? j と»われ 
る巧巧ダ B 8 た!•を、この詹 t こ ffU くだ»い》な下に13の ff 巧じ 
クいての眉9とが111«1»巧しミてザ.もレら wa ダ M 法で«ない« 
をなお■い巧 A の B 巧 a クソーそ7クテクニ々ルブ ザー トセンタじ 
こ《»<ださ V 、。 


トラブルとその巧* 


が «■$ れでいない， 


^ J gsnnffMiUA 化測—"11 11 III I | | |り川1 


♦巧ろ巧 Cl しでいん 
ついで u «> し >す* 


だい‘ • 


だむ、 


«々< X « fitMC 9> f > 卜：こ»«しで， 
fi < かどろ 々 HieL て<ださい， t し £«C 
猶けばが T グブブがか It しでいも巧 ge が ♦ 
々*サ,その場を U 、 わ霄いホ A の隱*巧に 
ご fiM < がい ♦ 


い « A め■巧をじご«嫉< 


■面に巧も表巧されない、家たは、 



HDD から立を上がらな 

































トラスレとその巧巧 




































い « なり s 面が巧えた 








































トラブルとその巧策 



■巧««巧巧 LED ザみなし 




翊子の m す lu 


パブチけ* •*« りホしでから，‘ 
おで11子||みを«<ないで < ださ， 



■n 

•I'.J 


Ma . ドクイブのみの IM ちレ < は及 » と夕り* T . Bl されでい 
3ン、テ■タタどの巧 C . MU いたしか AST の f . ■« なちめじ 
ピー«と4よラお■いいた 1^* Ta 





























こんなことをした L 


♦この輩では 
♦ システムを夕 
••巧巧通 


ソー チック Mneook Pros ン ピユー ご ® 巧 じなる*の 代表的な 
推巧を 《M してい《す 4 


システムをか 

■スピーカの音量を n 巧したい 

•か*<1^^巧ずとぶ»»*がァッブし*十， 

を巧すと iR »8 量がグウンし t 卞。 

■スピーカから音がでないようにしたい 


PC みかわからのホをでないよろじナもことダで is 卞, 

• < Cirt > + < Ak > + < W > を!•してシステム3ンブ f グレーシ S ンメニューを#び化 
L ます。 

•< Ali > を押してから < C > ぶな wwnul を押しさす， 

• KSpcikcK )* 白まで上下 »■ 年一を押して々ーサをな動させま十。 

<む! げ> そ押しで«目のをがわ々干ょプブマーク"イ"^□じ巧わ»え*す， 
< ESC > t 押し*卞， 

- < X >*} fL * 中， 

- < R > そ样し J ナ， 

• <&11«>を押し*ナ4 

♦作は义♦イヴクポイン♦を«々でも巧ろことがでさ*ナ* 

シス♦ム U 再スタートし，こ々巧をがザ巧にな Oi ナ。その ft から PC スビ—々の*はでな 
<な9ミす。 

Wmdow * などでのサウンドの奮1:を81*1たはでないようじ卞るじはサウンド T プリ ケー 
シ3ンの中の g »3 ント 0 — ん t なつでください， 

ホ»コントロ ー A の Mvre ボタン t 禪した tt » じ Lf < ださい-資はでなくなり*ナ。 


パブ♦リ«量ダかな < な*?たと f め■ろ■もでな<4リ 


■■灌スイッチをオン • オフとして®いたい， 

化«たなでの電»スイ7♦なサX ペンド-レジ A — ムポタンとしで«け♦るよろ U なゥて 

いけ t 

電«をををじ坊々で L まうオン-オブをちとしで tt 巧ナかこは UT のように»巧しミず。 
•<Fn> + <ESC>t 巧 L. PM< 二*-をホびおし*卞， 

• <Ah>t# してかち <P> ホの巧 rl を巧しミす，-卜-卜•巧«♦—を巧ゥて Su 巧 WKl 
か wet) の巧目じカーサを ft* します， 

• <Emcf> を押しでこの«目のお*じ*るホょブクマーク"ィ"を□じ巧り巧； li す。 

- <投0そ押し t ナ。 

<X> そ巧し*十， 

• <<>をらぅ一#巧し？卞& 

• <Ema>t 巧し $ す， 

このメニ*一で資更しで SAVE した反巧は/二 A 一分ら巧け化ナとずぐじシスそムの»巧 
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システムを巧 


じきれ*す4シ X ♦ム tff スター） • させるが d * 々ミ#ん， 

■ CPU のスピードを遵< したい（一時的〉 

< Fnw ^ を押しで<ヴさい 6 CWL £ W < ♦レンジ ft じ度なナれげ CPU の a ® は，巧的に 
3<ナもことザでさ*ナ，もう一をがばその ** じ K り J ナ4 


■時 fl •日巧を修 IE したい 

- 0052マンドじよる方まとシス♦ム3ンフイグレーシ9ンじよる*正方をが♦々ます e 
-【■の•コンピュータを义♦ートさザる—の*目 ADOS ブロンブトじおける日付•時«の 
投をそご« く巧さい。 

• シス♦ム3ンフイグレーシ3ンによる S 更方をは 5* の — Dmc ， Time * の巧 R 4^ ご»< 
ださい* 




函お阳連 


■CRT との B 巧 S 示をしたい 

•口びをな«して gift 巧んして < ださい* ♦ーポードからわ度巧ずと CRT 
のみの表示に巧り合わりミナ。 

-そ押ずと CRT LCD ^^ R 呼«をに巧り爸わり*ナ。 

• LCD の持つなホ度力を!!える Sift * でけ巧時表禾は巧え t ♦ん， 

-シスチム:？ンフイグレーシ•ンの at じより，常に H 時«示*斤ろよろじナることん巧 
巧でナ& 3章の SCV 、 VldcoSc わ t め巧目をわ«み<ださい。 

■CRT との n 時9ををした < ない 

• ♦—ボードから < ivi >4< n > そ押して LC がみ巧ち示に巧々*えま卞。 J たシス♦ムゴン 
フイグレーシ a ンのじより、 W 時*示をが々ようじするこヒも出そま卞> 5置の 
SCV 、 VMkoSelect の巧目をお K みください。 
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Appenc/'x 


ndix A システムの仕巧 

























Appendix B ユーティリテイとドライバソフト 


シス子ムのハ—ドスタ K サイブにはシス♦ムをより使 j じ tt 巧ずるた A のい<つかの 
プ〇グブムフ 7イル るまれでい t す。ここではそのプログラムやドライバじついて 
の«い方 tR 巧しでいまず> 



ディスプレイ巧連 


■ LCD ■面での S 巧 

Wn 800^みが iWXN が0ド7卜の«1||{»タラー LCD を巧 S しでい3ナ, Win 化 wfl! 冉巧 
にはの (h600 ドブトの褒示 t 巧うことがでをさナ， 

巧常の DOS^ またはは MPCAT 巧ブ〇グサムは， 640X4W ドブトは卜•の >♦# で«示 t 斤 
い 4 卞，これ•合 LCD 上じは ■« がやみじ国#されで表示されでい*ナ。间りの ♦ゥ たな 
みじは巧みされ i せん e 

■ Windows 巧ディスブレイドライバのインストール 

システムに Ug じ WirKtoiw 用デイスブレイドブイパ々み这ミれでい S 卞 e なんらかの巧 
をで！!*ドライバをイン义トールする♦かこけ tLT のよう：こ巧 々t< ださい， 

ドブイパのインストーんそおこなう UU2II ■の々ホが A9 t ず。«々かの1|巧じよ々、 
遍巧を mn8oofc Pro 用のドブイパは炸のものが«つてイン又トールをれで LJvv、Win- 
dwj がお雷1こなちI:がらな< なってし J った♦をは， —MSOOS 上で Windowvt ブトアブ 
プを«ろ*々ををつかい*卞 ； —Wirtdow * MS.DQS ん 2/V ユーザ■ズダイド"々 
、か ickm? のた巧とセ7トザブプ**巧項目をわ«みください， 


• Win わ m ザイレク トリからな T の i うに♦イプし*す> 

C ¥ WmSch * i » aTlJP < EM > 

- ■» じ寒ネミれるシステム tf « めろち、上 T の方闲キー♦クかってディスブレイ：の夕 [ 
目を反|6«示じしで<£««>夺一を巧しで<だ*い， 

•上下の々而♦一 t 巧しで •♦WrtSocrfrProtMM " のホ8♦るドウイパしでみ. 

♦••を巧し i ナ4 

ルトドブイバ U*Wi?8ookPTO WxWK な《を、16ド7トシステムブ♦ントで 
す， 

• もし上左のドライバが tt つからない場合はザィスプレイドブ^^<グイスクをドクイプに 
*7 卜しで.上下のザ m 年一もつホッで■その tt レ*—ド々 A アィー々が巧供ずるザィ 
X クが必 *) ■ を通んで <Ewc り年 一 t 押し i ず,♦の上で ♦« 个る •♦ Wf 1000 kPro 
れドブイパを通おしで <ヴさい， 


W 抽か W ゲなち卜•がる場みじは UT の巧をを任って<ヴさい， 

• •> イン • グル■プの - Wituto ^ ve ? トア7プ* F イ3ン*をグプルクリ7クして < ださ 
い， 

•< tt «> の<»本ハードウの SK > を*巧し tT イスブレイの項目 t 上巧と肉じ方 
をで違がして < ださい，. 

WnBookPro ^ •巧な ドライバが ft つからない場なは* P イスプレイド^イバザ < 义ク t 
ドブイブにセクトし、-そのた（ハードウょ r イー々々夕巧するデ< >々♦«•&*) •• を 
選んで OKt クリブクし、•その上で希 a 十る W ^ r ^ Boo ♦ rPr ゥのドブィバ t *ぉしで<だ 

ミい， 
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にカード巧連 


■CardSoft インストール 

1C カードをな通じ度巧しでいただ < たかこ々—ドソフトを S* しでいミず • シス♦ムじな 
ホ*薛じ々ードソフトがインストールされていまずが、 SRAM 々一 K と ATA 々ード巧々ド 
ヴイバはメモリののた々、口ードしないよろじがしで♦ります <• SRAM 々ード、 
ATA ホードを 1* 梢きれる*をには CONFIG •か S ヴブイ*々デバイ义ドタイパをを*更ナる 
ぶ々が♦ります. 

CONFIG,SYS の巧ぞけ MS — DOS の E0rT3 マンドまたけ Wto (わ w が M そ！*などで HE、* 
* ゲ巧*で卞,ここでけ田) rr コマンドを««して巧*サる場ををホしてぃ«!ナ* 


m 


CO ^ aSYSSS*f そ々 R じを 1 ■パブクアリプ 7 ，イ* iOOt ^ O.OLD 

寒 J (われりくだ«い，々ードソ 7 卜のをじ WAANINQ イッセージグ«ホタれ《 
T ダ.これ uni * で; 14 り»夕ん,そのだ♦い, 


C:¥> CDVOOS <&tfer> 

C:V〉DOSVEDTT <£NT£R> 

COK 只な SYSrt み文を下だのとおり巧 g してください。 


化 ffW のな巧 

<<その化の ttt 斤>> 

06VIC た C ; がなが MM386.EXE RAM X»D000-D7FF 
<<その巧の g ま斤>> 

0CVI な•じ ¥CARO$OFT¥$SCIRRUS.EXE 
OeviCE-C ¥CAftDSO(T¥CS.EXE 

D€VICE-C:¥CAKDSOFT¥CSALLOC.EXE C: )^CAROSOFT¥CS ALLOC. IM 
rem KVtCE*C; が AR 於び TXATA 议 V.EXE 
r«m 0EV1CE-C ： «CARDSOFT¥SRAMOftV.EXE 
DEVICE •。心 RDSOmrCARaD.EXE 


SRAM 々ード， ATA 々ードを tt 巧十る场をはリマーブをはずださい , 


<<その巧の«定巧» 

OEVICEsC: がの S 巧 ^M386 •ひ E RAM X-D000-O7FF 
<<そのせの»定巧» 
OEVlCE«C:¥CAROSQFTVSSaRRUS.EXE 


0EV1 

0EV1 

0EV1 

oev) 


CE*C: ¥CAR DSOFTXCS • RE 

CE«C:¥CARDSCFT¥CSAaOC.EX6 C; が ARDS び T が SALLOCJM 
CE-C：¥CAROSCFT¥ATAMV.EXE OATA 力ード巧ドクイパ 
C£»C:¥CAR 防 CmSRAMMV •な E OSRAM わード* ドライバ 


OWCE«C: が AROSCFIXCAROD •ひ E 



ミた、«たじザパイスト•クイバをインスト■もしたい♦をけり77レンス ♦< Xクをご巧 
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このけ雲じシス♦ムから tw したパプク: 
が巧す A パ y ク y ップのな gt 巧ってリ’ 
V リクかつで<だ♦い《 



パワーセーブ阳ま 


■POWER.EXE 

POWER.EXE は3ンピユータの巧 ft を*とさずじ«黃«巧を巧ドさ々るたかこ巧り谋々ら 
れた規巧です • ソーテフクがの000 ^ Pro コンピユ ー>1 よ POWEILEXE そサボート L ていを 
す" すで I こ組みをまれでい * ナザ、 MS ， D 0$ 巧«巧度をおないじなる A かこもぶ•ず 
?0胃.む巧かス^1な$巧じ«み込むことをおナナみいたし«ナ， 

- MS •な巧をインストールしで < だ*い* 

• C0NPIG>SYSブ1^イルの中じは下の一巧そ巧え*十こ —DOSS* と*いで♦るのは 
POWEItEXESaK— したホブザィレクトリバスを巧まするた A のんので卞，3ビーし 
むパスをここでな定しで< ださい， 

CEVC&C V0CSV<VA£X£ 

•ぶか* <Alt>*<Dd> を押しで、 VISD0S の巧巧ん送 A そ斤い、この巧み么 A を石巧に L 
まず* 

■APM 


APM <7ドバン又トバ7ー マネージイント）は:3ンピユ•ザのは巧そ落と&ずに#資謀力 
を技下$せるた<)じ取り巧々られた巧巧です，ソー♦ブク VV わ Book Pros ンビタークは 
APM をサがートしでいさ十/. Wim わ wf をインスト—ルされる場をじ U -々又 f ムセブト 
T ブプでインストール♦る—を*#?し、シスプ^ム情*の-3ンビ4->:*の項目が - MS . 
DOS * 化 APM — じなるようじがしでください。单なる、が005— 6* より 、 T イドル 
巧の大 H なお貧■力のを下•を美*卞4ことができ J ナ.なお.ソーテブクの49©〇〇*巧〇 コ 
ンビ a - ブじインスト ■ル 9んの W*«toiw は —WOOS 知れ APM " じ拉巧され t いまザ. 


;知れ APM " じ拉巧され t いまず， 


IPMEXT ぶ YS 


このプログクムは ソー チック WilfiCHSicAo コンビ ユータ をご度巧やじサスペンドレジづ一 
ムをけクたとをにお全卞る巧田ゎずれを巧正♦るた A の寒*ザバイ义ドライ"で卞。 

ソー チブクがの eoofr み0ゴンビタークはシスすムじ d 巧に組 A 达 t れでい t 十が、卞でじ 
SDOS をお巧らの♦な U イ 
うじ組み达んでく C? い。 


イバをな下の 


デイ又ブに3ビーしで<ヴさい C 

CONFIC.SYS フ r イルの中に W 了巧 一 巧 t 加えミす。マ ATHV と書いてみものは 
PMEXT.SYS をコピーしたサブデ< レクトリバ又を巧巧するた A の t 々です e コピーし 
たパ文をここで巧をしでください。 

DEVFCE-C:VPATHyPMEXT.SYS 

• <Cif1>4<A わべな1>を巧しで， MS*D0S み巧巧み込みを巧い*この ift み廷みを有巧じし 
i 卞 
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AppendixC システムメモソ 








AppendixC システム I / O マップ 





予 K 姻城 


子«•城 


POitCUtf)COM2JB 


としで予巧 


チ巧 il 途 




子 A 個載 


«镇；《||ブ〇そ？サ ff ホわ •< 


予 KM 
























INDEX 



« 宇 fA 力す ♦ 巧 

7ル7 r べットホ文字 巧,巧 



ウインドウ ん6 



クソーニンクデイ A ク 7 

ク〇 7クスビ-ド 28 
ク白7クスビードの*!? 49 


が4 か U 

<«•> 51 

美6ず 42 

Sft 尊の A カモード か 

液麗ディスプレイ 7 

エスケ—プ♦墨 47 

エンべテッド♦一 46 



KW«i 2 

3> 卜9スト m ノブ 17 
2ンビ A — 夕の■け nc 14 




すプシ a ンテバイス ♦!! 着マる 9S 


タウンド音 ■ 50 

サウンド樣 tt 巧•が 

サスペンド 60,1が，110 


力ーサ ♦— 42 

々—ソル 42 

々■旗明 16 
ffgCRT ザート 巧 
fllBCRT ^ ニタ d 9 

一 W ード 9B 

今ータードボート 26. 106 

々0スビ—々 が 


fMB マウス >巧 

香 S るみ參化/ブ斧 
Id . 96 

CgRAM モジ A — ル 
! K « 日束度♦—ボード 
♦タカナ 53,51 
々夕々ナ♦の入力《—ド 
ホな e > 53.66 
カナ«年一 42 


39 

19 

41 


$1 


ホな A 力 巧 

ホタ入力巧式とローマ字 A カタ式 
かク A 巧モード 公 


巧 


シ义チムのマップ 巧1 

システム3ンブ<ブレ—シ1ン 27.37.4 d 
システムの&« 114 

シス>ム77ンクシ9ンキー{シス♦ム«輕 
♦— 》 が 

シス f ムィ>リマップ 1巧 

シブト♦一 45 

Itn B.S8 

mvEO 20.58 

がモ—ド 巧 

■巧« ■への が 

ぶ*«力のを g 《バウーセ■力 が 

シリ:^ルザ- 24 



ft ネ 53.54 

ス>< ックザインタ 26 
义> —タス L£0 ia 
义ビ—々 21.110 
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て 



ひろザななどの A 方モー 
•巧切り«え 巧 




り《ブト 公 
リ ir ブトスイブ斧 20 
リチウム 27 



リブート ¢4 
リ 77 レンタテ 4 义ク ！巧 



レジュ■ム 60 . 107.110 


Q - バパリ 59 
a — ▼宇入巧 54 

a — マカトト' 52 



供マ，ブ> も 7 •巧，巧 

AC 3 -K 巧 
< AK >+< a ■マわ 巧 

か M 119 



BtcMpftCg (バックスべ■ス） 
amcy orty 70 . TT 
fiootDtvlot 6 S 
BOTH 99 


CAPSa ック ルが 
CwdSoft 1 け 



<3 ンザタ >ッ♦ブイー— 


COM Ports 巧 
COQA9k^$CU 巧 
む wr Swtch 巧•か 

CPU け 


CRT 99.112 
< Clrl >+< AII >+< S > 49 
< Ctrl >+< All >+< Otl > の 
Cutimzs 71.78 
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DATE か 
DM and Tima 


96 


DC 入力 22 
CMaiits 戊。 

< 0 ei > (デリ•卜）♦- u 
ひか Me Drive 66 

ひ#，（ディスクドクイブでブイ i 
DOS プ〇ンブト もか 


巧 


EnaM Po < 
< efltir > 


(エンター）♦一 44 
Eal 巧，か 
Eni iNoSav *] 讯か 



F 1 ... F 1 ? 47 

PMtdooi 66 

F 00 20 

POO ァクち夕 巧 

が n >+< 6 ic > 4$,110 

< Frt >+< T > 2 S . 49.111 


I 


Hard Duk 68 

HDO 36.37.104 

H007 ブ々ス 16 

HOO 々ートリ y シでりおしがタン 

H00 义 Ovh 19 

Hi^ PoMtr Savmg 71 •巧 


巧 



lC々一f ^PCMCIA 々■ド） 100 
IC》—K が•化り 7 

< fc > Wrt > ♦—が 
のマブプ 巧 1 



MybQird NumiocK $ 
な ytogrd Rfpeat W 



い Cache Enable 巧 
UCacheEnat か 67 

LCO 7 
し COAB 17 

lOOfCmUt 99 


做ルけ 
LINE IN 


22, $4 

LOW かパ rSa が g 巧，巧 

LPT か t tt 

LPT Type 巧 


MWium Power Stvhg 71 •巧 
Memory 巧 
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